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記
録
的
な
大
雨
が
降
り
続
く

　

七
月
十
五
日
か
ら
続
い
た
梅
雨
前
線
に

伴
う
大
雨
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
豪
雨
災

害
が
発
生
。
市
内
に
お
い
て
も
住
宅
浸
水

や
土
砂
崩
れ
を
は
じ
め
、
農
作
物
や
各
種

施
設
な
ど
に
対
し
て
多
く
の
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

　

七
月
十
八
日
の
深
夜
に
は
、
立
ヶ
花
観

測
所
で
千
曲
川
の
警
戒
水
位
（
五
・
〇
三

㍍
）
を
超
え
、
翌
日
の
午
前
六
時
二
十
五

分
に
は
水
位
七
・
八
六
㍍
に
達
し
ま
し
た
。

災
害
対
策
本
部
を
設
置

　

市
は
七
月
十
九
日
午
前
六
時
二
十
五
分

に
豪
雨
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
と
同

時
に
、
上
今
井
公
民
館
と
替
佐
公
民
館
に

現
地
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
上
今
井
に

お
い
て
は
二
十
六
世
帯
八
十
二
名
に
、
替

佐
に
お
い
て
は
十
七
世
帯
五
十
六
名
に
対

し
て
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
午
後
一
時
十
分
に
は
倭
小

学
校
体
育
館
（
岩
井
）
に
、
午
後
三
時
五

十
分
に
は
笠
倉
公
民
館
に
現
地
災
害
対
策

本
部
が
設
置
さ
れ
、
百
三
世
帯
三
百
四
十

一
名
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。

▲床上浸水があった上今井

�
上
今
井
で
の
排
水
作
業

▲
冠
水
に
よ
り
通
行
止
め
と
な
っ
た

　

県
道
三
水
・
中
野
線
（
栗
林
）

▼河川の増水により、橋や道路
　が浸水（替佐）

▲千曲川の水位が上昇し、川沿いの住宅
　などに被害が及んだ（上今井）

豪
雨
に
よ
り
各
地
で
被
害

　

世
帯　

人
に
避
難
勧
告
、
農
業
関
係
被
害
額
２
億
７
千
万
円
超 （
７
月　

日
現
在
）

146

479

21

備考水位 （ｍ）時間期日
警戒水位超５.０３午後11時33分７月18日

７.８６午前６時25分

７月19日

危険水位超８.６３午前８時
９.４０午前10時
１０.１０正午

最高水位１０.６８午後３時50分
１０.４８午後６時
８.９６午後11時
６.３２午前６時

７月20日
４.９８午前11時40分

千曲川の水位経過 （立ヶ花観測所）

３　平成１8年８月　広報なかの

広
報
な
か
の

避
難
勧
告
を
解
除

　

七
月
十
九
日
午
後
三
時
五
十
分
の
千
曲

川
立
ヶ
花
観
測
所
に
お
け
る
最
高
水
位

（
十
・
六
八
㍍
）
を
境
に
、
水
位
が
下
が

り
始
め
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
岩
井
で
は
同

日
午
後
十
時
に
、
上
今
井
・
替
佐
・
笠
倉

に
お
い
て
は
翌
日
の
午
前
八
時
三
十
分
に

避
難
勧
告
が
解
除
と
な
り
ま
し
た
。

市
内
の
被
害
状
況

　

今
回
の
豪
雨
の
影
響
で
、
道
路
な
ど
の

土
砂
崩
れ
が
あ
っ
た
ほ
か
、
住
宅
・
店
舗
・

農
業
施
設
な
ど
へ
の
浸
水
や
、
水
稲
・
果

樹
・
野
菜
な
ど
と
い
っ
た
農
作
物
の
冠
水

に
よ
り
、
市
内
に
お
い
て
も
全
般
的
に
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
六
日
午
前
十
一
時
三
十
分
現

在
の
主
な
内
容
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

▲倭小学校の体育館には202名が避難

�柳沢の広域農道から古牧橋と折橋方面を望む

▼県道中野・飯山線も通行止（岩井）

▲道路の法面が崩落、
　人家に被害 （東山）

▲農業施設なども水浸しに（三ツ和）

備　　考件数等内　　容

上今井１件床上浸水

住宅被害 上今井、 替佐、 柳沢、 古牧、 笠倉２２件床下浸水

東山１件土砂崩落による雨樋破損

上今井、 替佐、 柳沢、 古牧、 笠倉、 小沼３９件浸水非住宅被害

農地冠水204ha、 被害金額２億7,594万円501戸生産物・樹体被害

農業関係 16棟10,520�、 被害金額は調査中  4戸農業施設被害

調査中農道土砂崩落など

被害金額970万円３件工業被害
商工業関係

被害金額300万円１件その他被害

被害金額3,870万円２６路線市道土砂崩落など建設関係

防
災
豆
知
識

水
位
か
ら
見
た
避
難
の
目
安
は
？

　

ひ
と
口
に
水
位
と
い
っ
て
も
、
危

険
を
知
ら
せ
る
も
の
か
ら
そ
う
で
な

い
も
の
ま
で
様
々
で
す
。
こ
こ
で
は

主
な
用
語
と
そ
の
意
味
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

①
指
定
水
位
…
川
の
水
か
さ
が
増
し
、

各
水
防
機
関
に
お
い
て
水
防
体
制

が
必
要
な
水
位

②
警
戒
水
位
…
指
定
水
位
よ
り
も
水

か
さ
が
増
し
、
災
害
に
備
え
て
各

水
防
機
関
が
出
動
、
警
戒
に
あ
た

る
必
要
が
あ
る
水
位

③
危
険
水
位
…
洪
水
に
よ
り
相
当
の

家
屋
浸
水
な
ど
の
被
害
を
生
ず
る

恐
れ
が
あ
る
水
位

④
計
画
高
水
位
…
堤
防
の
設
計
や
整

備
な
ど
を
す
る
際
に
基
準
と
な
る

計
画
上
の
水
位

立ヶ花観測所の千曲川断面図水位(ｍ)
12.5

8.60

0.00

計画高水位

危険水位

警戒水位

指定水位

10.75

5.00

3.00

主な被害状況（７月26日午前11時30分現在）
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中
野
市
総
合
計
画
基
本
構
想 （
案
） に

皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

方
針
と
な
る
中
野
市
総
合
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
基
本
構
想 （
案
） が
で
き
ま

し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

●
総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
市
政
運
営
の
指
針
で
あ
る
と
と

も
に
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
参
画
、
協

働
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の

指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

地
方
自
治
法
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
、
地
方
自
治
体
は
、
行
政
運
営
の
基

本
と
な
る
基
本
構
想
を
定
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

新
市
ま
ち
づ
く
り

　
　

計
画
と
の
関
係

●
　

新
設
合
併
し
た
本
市
は
、
現
在
基
本
構

想
が
な
く
、
合
併
前
に
定
め
た
新
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
（
新
市
建
設
計
画
）
に
基
づ

き
市
政
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
策
定
す
る
総
合
計
画
は
、
新
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

●
総
合
計
画
の
構
成

　

総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」、「
基
本
計

画
」、「
実
施
計
画
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

�
　

基
本
構
想

　

基
本
構
想
は
、
中
野
市
が
め
ざ
す
都
市

像
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
大

綱
を
、
長
期
的
か
つ
総
合
的
な
視
野
に

立
っ
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
十
九
年
度
（
二
〇
〇
七
年
度
）
を

初
年
度
と
し
、
平
成
二
十
八
年
度
（
二
〇

一
六
年
度
）
を
目
標
年
次
と
す
る
十
カ
年

の
構
想
と
し
ま
す
。　

�
　

基
本
計
画

　

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
を
実
現
す
る

た
め
の
具
体
的
な
施
策
を
示
す
も
の
で
す
。

ま
た
、
施
策
ご
と
に
め
ざ
す
姿
と
施
策
の

内
容
、
可
能
な
限
り
の
数
値
目
標
を
示
し

ま
す
。

　

計
画
期
間
は
、
前
期
と
後
期
に
分
け
、

後
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
前
期
計
画
の
事

業
成
果
や
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど

を
ふ
ま
え
、
中
間
年
に
お
い
て
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

�
　

実
施
計
画

　

実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
で
定
め
た
施

策
を
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る

た
め
の
具
体
的
な
事
業
計
画
で
、
毎
年
度

の
予
算
編
成
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

計
画
期
間
は
三
カ
年
と
し
、
毎
年
度
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

※
今
回
ご
意
見
を
募
集
す
る
基
本
構
想
は
、

　

平
成
十
八
年
九
月
議
会
に
提
案
す
る
予

　

定
で
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
基
本
計

　

画
に
つ
い
て
は
、
基
本
構
想
議
決
後
に

　

さ
ら
に
検
討
を
進
め
、
別
途
ご
意
見
を

　

募
集
す
る
予
定
で
す
。

中野市
総合計画

☆市のまちづくりの基本理念

☆市の行政運営の基本指標

☆市の各種計画の基本指針

新市

まちづくり計画

（新市建設計画）

総合計画の構成と期間

　

総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
七
年
八
月
に
総
合
計
画
審
議
会
を
設
置

し
、
十
六
歳
以
上
の
市
民
五
、
〇
〇
〇
人

を
対
象
と
し
た
市
民
意
識
調
査
や
、
公
募

委
員
と
職
員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

市
内
十
一
地
区
に
お
い
て
開
催
し
た
市
民

懇
談
会
な
ど
、
広
く
市
民
参
加
を
得
て
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

▲市民懇談会の様子（中野地区）

●
策
定
の
経
過

5　平成１8年８月　広報なかの

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
本
市
を
め
ぐ

る
現
状
と
課
題
を
、
八
項
目
に
整
理
し
、

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
施
策
体
系
を
左
図

の
と
お
り
と
し
ま
し
た
。

�
合
併
新
市
の
一
体
的
な
発
展

�
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
時
代

�
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保

�
地
域
経
済
の
活
性
化

�
循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組
み

�
高
度
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
へ
の
対
応
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●基本構想 （案） の公表場所

　・市役所企画情報課
　・豊田支所総務課
　・市のホームページ
http://www.city.nakano.nagano.
jp/public_comment/index.htm

●意見の提出方法

　文書を直接お持ちいただくか、 郵便、
 ファクシミリ、電子メールでご提出く
ださい。(様式は任意ですが、 住所、 氏名、
電話番号は必ずご記入ください。 )
●提出期限

　８月１８日 （金） まで
※提出いただいたご意見への対応状況は、
まとまり次第、広報なかの等で公表し
ます。（個々の回答はいたしません）

●提出・問い合わせ先

　市役所企画情報課企画調整係
　〒383-8614 中野市三好町１丁目３番１９号
　�２２－２１１１　内線２１６
　ＦＡＸ　２６－０３４９
　Ｅメール  kikaku@city.nakano.nagano.jp
※意見を直接お持ちいただく場合は、
豊田支所総務課でも提出可能です。

●
現
状
と
課
題

�
多
様
な
主
体
が
参
加
す
る
地
域
主
権
の

　

時
代

�
行
財
政
の
健
全
経
営

　

緑

豊

か

な

ふ

る

さ

と　

文

化

が

香

る

元

気

な

ま

ち

市民一人ひとりに
開かれた市民参加と
協働のまちづくり

思いやりと地域の
連帯で支える健康
福祉のまちづくり

子 ど も の 元 気 を
ふるさとの未来に
つなげるまちづくり

地 球 環 境 と の
共生と豊かな心の
人間社会づくり

産業が連携し、
新 し い 価 値 を
生 み 出 す ま ち
づくり

地域が育て地域が
守る教育と文化の
まちづくり

安 全 ・ 快 適 で
機 能 的 な 都 市
基盤づくり

市民と連携した防災 ・ 危機管理対策の徹底

情報公開・情報共有のまちづくり

公益を推進する多様な担い手の育成と連携促進

自助自立の行財政運営と行政サービスの向上

長期的展望に立った財政運営

人生の年代に応じた健康づくり

長寿時代の安定したシニア社会づくり

地域が支えあう福祉体制の確立

人にやさしいユニバーサルデザインのまちづくり

医療保険制度 ・ 介護保険制度の安定的運営

健やかに生み育てる環境づくり

子育て家庭を支援する仕組みづくり

豊かな子ども時代を過ごすための社会づくり

次代を担う心身ともにたくましい人づくり

子どもと子育て家庭にやさしいまちづくり

生活環境の保全と自然保護の推進

資源循環型社会の構築

家庭や地域社会における男女共同参画の促進

人権が尊重される明るいまちづくり

個性が輝く多彩な農業 ・ 林業の里づくり

戦略的な観光 ・ 交流産業のブランドづくり

地域を担う地元商業・工業の振興

新たな産業の創出と育成

活力を生む人材育成と雇用の安定

心豊かでたくましい子どもを育てる学校教育

学びふれあう社会教育・生涯学習

地域の歴史・文化の保存と活用

文化芸術の振興

豊かな人間性を育むスポーツの振興

都市像にふさわしい土地利用の推進

広域交流と連携を支える幹線交通網の整備促進

安全で快適な都市基盤整備の推進

水の安定供給と水資源の保全

公共施設等の効率的な維持管理

市民生活の安全・安心への取組み

基本構想(案) 施策体系

ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
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市
政
に
対
す
る
ご
提
言
等
を
、
昨
年
度
は

 『
市
長
へ
の
手
紙
』
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
が
、

 
今
年
は 『
私
の
提
言
』
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
提
言
等
は
、
市
長
が
直

接
拝
見
し
、
お
返
事
を
差
し
上
げ
、
市
政

運
営
に
反
映
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
な
お
、
こ
の
広
聴
事
業
『
私
の
提
言
』

へ
の
提
言
は
、
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電

子
メ
ー
ル
に
よ
り
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

�
郵
送

　

今
月
の
「
広
報
な
か
の
」
に
挟
み
込
ん

で
あ
り
ま
す
用
紙
に
、
ご
提
言
等
を
記
入

後
、
用
紙
を
三
つ
折
り
に
し
て
の
り
づ
け

し
、
用
紙
に
は
切
手
を
貼
ら
ず
、
そ
の
ま

ま
郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
投
函
の
有
効
期
限
は
平
成
十
九

年
三
月
三
十
一
日�
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
用
紙
は
市
役
所
市
民
室
、

豊
田
支
所
玄
関
、
中
央
・
西
部
・
北
部
・

豊
田
の
各
公
民
館
に
も
配
置
し
て
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

ご
提
言
等
を
お
受
け
す
る
た
め
の

フ
ァ
ッ
ク
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ッ

ク
ス
番
号
は�
２
４
４
５
で
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
く
用
紙
の
様
式

等
は
特
に
定
め
ま
せ
ん
が
、
挟
み
込
ん
で

あ
る
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
電
子
メ
ー
ル

　

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
ご
提
言

等
を
お
受
け
す
る
た
め
の
専
用
ペ
ー
ジ
を

設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
提
言
と
必
要

事
項
を
入
力
し
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.nakano.nagano.jp/

※
寄
せ
ら
れ
た
ご
提
言
等
は
、
個
人
を
特

定
で
き
な
い
よ
う
に
編
集
し
た
う
え
で
、

「
広
報
な
か
の
」
な
ど
で
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
提
言
や
個
人
情

報
等
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
管
理
を
行

い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
提
言
を
お
聴
き

す
る
目
的
以
外
に
、
利
用
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
（�
�
２
１

１
１
内
線
２
１
２
）

①
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
提
言
等
に
は
、
原
則

と
し
て
お
返
事
を
差
し
上
げ
ま
す
が
、
お

名
前
・
ご
住
所
等
が
な
い
場
合
は
、
原
則

と
し
て
お
返
事
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
必
要

事
項
を
必
ず
ご
記
入
（
ご
入
力
）
の
う
え
、

お
送
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、
ア
ド
レ
ス
だ
け

判
明
し
て
い
て
も
、
原
則
と
し
て
お
返

事
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

②
特
定
の
市
民
・
地
区
（
団
体
）
等
へ
中

傷
す
る
内
容
の
意
見
な
ど
は
受
け
付
け
を

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
度
、『
市
長
へ
の
手
紙
』
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
百
四
通
に
百
五
十
一
件
の
ご

提
言
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
昨
年

度
の
内
容
別
集
計
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
件
数　
　

百
五
十
一
件
（
百
十
五
件
）

　
　
《
一
通
に
複
数
件
の
提
言
あ
り
》

　

市
役
所
事
務　
　

十
七
件
（
十
六
件
）

　

保
健
・
医
療　
　
　

六
件
（
二
件
）

　

厚
生
・
福
祉　

二
十
三
件
（
十
二
件
）

　

教
育
・
文
化　
　

十
七
件
（
十
件
）

　

環
境
・
ゴ
ミ　
　

十
二
件
（
六
件
）

　

人
権　
　
　
　
　
　

二
件
（
一
件
）

　

道
路
・
河
川　
　

十
七
件
（
九
件
）

　

ま
ち
づ
く
り　
　
　

一
件
（
四
件
）

　

公
園
整
備　
　
　
　

六
件
（
三
件
）

　

上
・
下
水
道　
　
　

二
件
（
四
件
）

　

農
政　
　
　
　
　
　

四
件
（
九
件
）

　

商
工
・
観
光　
　
　

四
件
（
十
二
件
）

　

交
通　
　
　
　
　
　

七
件
（
二
件
）

　

市
町
村
合
併　
　
　

三
件
（
四
件
）

　

防
災　
　
　
　
　

十
二
件
（
三
件
）

　

企
画　
　
　
　
　
　

四
件
（
六
件
）

　

そ
の
他　
　
　
　

十
四
件
（
十
二
件
）

※
（　

）
内
の
件
数
は
、
旧
中
野
市
で
実

　

施
し
た
お
手
紙
の
内
容
別
件
数
で
す
。

『私の提言』に 『私の提言』 に 
ご提言を ご 提 言 を 
お待ちしていますお待 ち し て い ま す  

内容別集計の状況

昨
年
度
の
内
容
別
集
計

ご
提
言
に
際
し
て
の
お
願
い

�

�

�

�
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提
言
①　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
り
ん

ご
っ
こ
」
の
土
曜
日
の
利
用
と
保
育
園
の

土
曜
日
の
延
長
保
育
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

�
市
の
回
答
ま
た
は
対
応

北
部
・
中
央
・
豊
田
の
各
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
土
曜
日
利
用
は
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

提
言
②　

給
食
の
時
に
ス
プ
ー
ン
で
は
な

く
、
箸
を
使
う
よ
う
に
教
育
し
て
ほ
し
い
。

�
市
の
回
答
ま
た
は
対
応

学
校
の
給
食
時
で
、
既
に
箸
を
使
う
こ
と

取
り
入
れ
て
い
る
旨
の
回
答
を
し
ま
し
た
。

提
言
③　

市
道
中
町
線
の
沿
線
に
、
狭
い

歩
道
に
「
バ
ラ
」
の
植
栽
が
さ
れ
て
い
る

が
、
園
児
や
小
学
校
低
学
年
の
児
童
な
ど

が
ケ
ガ
を
し
な
い
か
が
心
配
さ
れ
る
。

�
市
の
回
答
ま
た
は
対
応

ト
ゲ
の
な
い
バ
ラ
に
植
え
替
え
、
支
柱
に

巻
き
つ
く
よ
う
に
施
工
し
ま
し
た
。

提
言
④　

子
供
た
ち
の
通
学
路
の
雪
を
、

安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

�
市
の
回
答
ま
た
は
対
応

降
雪
状
況
に
よ
っ
て
、
一
次
路
線
、
二
次

路
線
を
指
定
し
、
交
通
量
、
歩
行
者
等
の

利
用
状
況
の
多
い
路
線
か
ら
除
雪
を
行
っ

て
い
る
旨
の
回
答
を
し
ま
し
た
。

提
言
⑤　

市
役
所
の
暖
房
が
強
す
ぎ
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
す
ぎ
で
は
な
い
か
。

�
市
の
回
答
ま
た
は
対
応

施
設
が
旧
式
の
た
め
、
適
度
な
温
度
管
理

が
困
難
な
状
況
で
す
が 
、
本
庁
舎
は
『
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
』
の
認
証
を
取
得
し
て
お

り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

提
言
⑥　

指
定
ゴ
ミ
袋
の
サ
イ
ズ
が
、
も

う
少
し
小
さ
い
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

�
市
の
回
答
ま
た
は
対
応

資
源
ご
み
・
埋
立
ご
み
用
の
袋
の
大
き
さ
は
、

小
さ
く
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

提
言
⑦　

各
地
区
で
緊
急
の
放
送
が
流
れ

る
屋
外
放
送
が
聞
き
と
り
に
く
い
。

�
市
の
回
答
ま
た
は
対
応

風
向
き
や
建
物
の
状
況
に
よ
り
、
聞
き
と

れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
０
１
２
０－

８
９

２－

５
６
０
に
電
話
で
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
防
災
行

政
無
線
放
送
か
ら
確
認
し
て
ほ
し
い
旨
の

回
答
を
し
ま
し
た
。

�
土
曜
日
も
利
用
可
能
に

�
優
先
順
位
を
決
め
て
除
雪

�
ト
ゲ
の
な
い
バ
ラ
に
植
え
替
え

　

各
地
区
や
各
種
団
体
の
概
ね
十
人
以

上
の
集
り
な
ど
に
、
青
木
市
長
自
ら
が

皆
さ
ん
の
も
と
へ
お
伺
い
し
て
、
市
政

に
関
す
る
報
告
や
皆
さ
ん
か
ら
の
提
言

を
お
聴
き
す
る
『
出
前
ザ
集
会
』
を
、

広
聴
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
は
、
左
表
の
と
お
り

市
内
各
地
で
十
二
回
の『
出
前
ザ
集
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
も
引
き

続
き
、
そ
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

こ
の
『
出
前
ザ
集
会
』
は
、
市
長
か

ら
直
接
お
話
を
聴
き
、
ま
た
、
意
見
交

換
が
で
き
る
機
会
で
す
の
で
、
ご
希
望

の
団
体
の
方
は
ご
連
絡
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
開
催
は
市
長
の
日
程
が
確
保
で
き
る

日
と
し
、
会
場
は
申
し
込
ま
れ
る
団

体
等
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
０
８
）

 『
出
前
ザ
集
会
』 も

受
け
付
け
て
い
ま
す

▲第４回の立ヶ花公会堂の様子

平成17年度　出前ザ集会開催状況
参加人数会　　　場申込団体期　　日
１９人ＪＡ中野市科野支所中野商工会議所科野支部平成17年６月２日�第１回
６３人上今井公民館上今井区平成17年６月11日�第２回
２９人南永江地区地域交流センター豊田特産振興会平成17年６月20日�第３回
３４人立ヶ花公会堂立ヶ花区平成17年６月28日�第４回
３３人北永江集会所永江地区平成17年７月８日�第５回
３３人替佐区公民館替佐区平成17年７月16日�第６回
１６人涌井地区構造改造センター涌井区平成17年８月24日�第７回
２８人柳沢区民会館柳沢区平成17年８月29日�第８回
２２人穴田公民館穴田・毛野川区平成17年10月１日�第９回
２４人西組公民館梨久保・親川区平成17年11月15日�第10回
１２人中野市役所31号会議室中野市消費者の会平成18年２月３日�第11回
２４人道光寺集会所道光寺常会平成18年２月５日�第12回

寄
せ
ら
れ
た
提
言
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
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中
野
市
は
、
国
文
学
者
の�
野
辰
之

と
作
曲
家
の
中
山
晋
平
の
出
身
地
で
す
。

　

辰
之
の
歌
に
は
、「
故
郷
」「
紅
葉
」

「
朧
月
夜
」
な
ど
の
日
本
を
代
表
す
る

文
部
省
唱
歌
が
数
多
く
あ
り
、
一
方
の

晋
平
に
は
、「
證
城
寺
の
狸
囃
子
」

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」「
背
く
ら
べ
」
な
ど

の
童
謡
や
新
民
謡
、
歌
謡
曲
な
ど
、
生

涯
を
通
じ
て
、
お
よ
そ
三
千
曲
の
作
品

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
劇
中
歌
と

し
て
ヒ
ッ
ト
し
た
「
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
」

な
ど
の
曲
が
あ
り
、『
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ

の
唄
』
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
唄
の
作
曲
は
中
山
晋
平
。
作
詞

を
島
村
抱
月
と
相
馬
御
風
が
、
そ
し
て
、

こ
れ
を
歌
っ
て
い
た
の
が
松
井
須
磨
子

で
す
。

　

こ
の
四
名
の
つ
な
が
り
は
、
一
八
八

七
年
（
明
治
二
十
年
）、
中
山
晋
平
が
長

野
県
日
野
村
（
現
在
の
中
野
市
）
に
生

ま
れ
、
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
に
一
時

は
代
用
教
員
と
し
て
小
学
校
に
勤
め
て

い
ま
し
た
が
、
一
九
〇
五
年
（
明
治
三

十
八
年
）、
音
楽
の
夢
を
叶
え
る
た
め
、

上
京
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
早
稲
田
大
学
の
教
授
で
、
新

劇
界
で
注
目
さ
れ
て
い
た
演
出
家
の
、

島
根
県
金
城
町
（
現
在
の
浜
田
市
）
出

身
で
あ
る
島
村
抱
月
の
も
と
で
、
中
山

晋
平
は
書
生
と
し
て
住
み
込
み
、
そ
の

後
、
東
京
音
楽
学
校
（
現
在
の
東
京
芸

術
大
学
）
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

　

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
十
九
年
）、
島

村
抱
月
が
中
心
と
な
っ
て
、「
早
稲
田

文
学
」
の
復
刊
第
一
号
を
発
行
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
新
潟
県
糸
魚
川
町

（
現
在
の
糸
魚
川
市
）
出
身
で
あ
る
相

馬
御
風
が
、
そ
の
「
早
稲
田
文
学
」
の

編
集
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）、

島
村
抱
月
と
と
も
に
芸
術
座
を
創
立
し

た
、
長
野
県
松
代
町
（
現
在
の
長
野
市
）

出
身
で
あ
る
女
優
の
松
井
須
磨
子
が
、

芸
術
座
の
第
三
回
公
演
、
ト
ル
ス
ト
イ

原
作
「
復
活
」
の
劇
中
歌
と
し
て
『
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
』
を
歌
い
、
全
国
各

地
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

四
名
の
出
会
い
は
、
日
本
に
近
代
演

劇
を
実
現
す
る
た
め
の
運
命
的
な
も
の

と
も
言
え
ま
す
が
、
こ
の
『
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
の
唄
』
が
縁
で
、
演
出
家
の
島
村

抱
月
、
女
優
の
松
井
須
磨
子
、
作
詞
家

の
相
馬
御
風
、
そ
し
て
作
曲
家
の
中
山

晋
平
の
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
で
あ
る
金

城
町
、
長
野
市
、
糸
魚
川
市
、
中
野
市

が
手
を
結
び
、
一
九
九
〇
年
（
平
成
二

年
）
か
ら
、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」

知
音
都
市
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
知
音
都
市
交
流
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
四
つ
の
市
の
市
民
の
会
が
中
心
と

な
っ
て
、
人
的
・
郷
土
芸
能
交
流
な
ど
、

現
在
も
様
々
な
分
野
に
お
い
て
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

知
音
と
は
…

「
知
音
（
ち
い
ん
）」
と
は
、
親
友
、

知
友
の�
昔
か
ら
心
を
知
り
合
っ
た

友
人�
と
い
う
意
味

▲島村抱月（浜田市）▲中山晋平（中野市）

▲相馬御風（糸魚川市） ▲松井須磨子（長野市）

�
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♪♯♭ ♪♪ ♪

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャカチューシャ
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七
月
六
日
午
後
、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の

唄
」
知
音
都
市
交
流
実
務
者
・
広
報
担
当

者
等
会
議
が
、
今
年
度
は
中
野
市
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、
各
市
の
市
民
の
会
を
中
心

に
四
十
八
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
毎
年
、
四
市
を
順
番
に

開
催
地
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
浜
田
市

の
「
か
な
ぎ
ラ
ラ
会
」、
長
野
市
の
「
長

野
市
民
の
会
」、
糸
魚
川
市
の
「
糸
魚
川
市

民
の
会
」、
そ
し
て
中
野
市
の
「
市
民
都
市

交
流
会
フ
レ
ン
ズ
」
の
各
市
民
の
会
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
各
市
か
ら
実
務
担
当
者

及
び
広
報
担
当
者
な
ど
が
出
席
し
、
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
代
表
世
話
人
の
「
か
な
ぎ
ラ

ラ
会
」
会
長
と
、
開
催
地
で
あ
る
中
野
市

の
青
木
市
長
と
「
フ
レ
ン
ズ
」
の
会
長
が

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
後
、
各
市
か
ら
今
回

の
出
席
者
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
議
題
で
は
、
最
初
に
報
告
事
項
と

し
て
、
昨
年
十
月
一
日
に
金
城
町
も
合
併

し
て
浜
田
市
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
交

流
を
行
っ
て
い
る
四
市
の
合
併
経
過
報
告

や
、
各
市
市
民
の
会
の
平
成
十
七
年
度
の

事
業
報
告
と
平
成
十
八
年
度
の
事
業
計
画

な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
議
事
項
で
は
、
今
後
の
知
音

都
市
交
流
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
ほ

か
、
平
成
二
十
一
年
に
、
こ
の
知
音
都
市

交
流
が
二
十
周
年
を
迎
え
る
た
め
、
そ
の

記
念
事
業
に
つ
い
て
も
協
議
さ
れ
、
五
周

年
を
長
野
市
で
、
十
周
年
を
中
野
市
で
、

そ
し
て
十
五
周
年
を
糸
魚
川
市
で
開
催
さ

れ
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
二
十
周
年
の
開
催

地
は
浜
田
市
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
会
議
終
了
後
に
は
、
浜
田
市
、

長
野
市
、
そ
し
て
糸
魚
川
市
か
ら
お
越
し

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
中
野
市
を
代
表

す
る
記
念
館
の
一
つ
で
あ
る
「�
野
辰
之

記
念
館
」
を
視
察
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、

中
野
市
を
代
表
す
る
農
産
物
の
一
つ
で
あ

る
さ
く
ら
ん
ぼ
の
「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
」

も
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

視
察
終
了
後
、
再
び
会
議
の
会
場
へ
六

十
五
名
が
集
ま
り
、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の

唄
」
知
音
都
市
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
今
回
初
め
て
お
会
い
す
る

方
、
ま
た
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
共
に
喜

ぶ
方
な
ど
、
出
席
者
そ
れ
ぞ
れ
が
「
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
に
よ
る
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
オ
カ
リ
ナ
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
、
そ
し
て
ピ
ア
ノ
に
よ
り
、
外
国

民
謡
の
ほ
か
、�
野
辰
之
の
「
朧
月
夜
」

や
中
山
晋
平
の
「
鞠
（
ま
り
）
と
殿
さ
ま
」

の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
最
後
に
は
、
皆
で
一
つ
の
輪

に
な
っ
て
手
を
つ
な
ぎ
、
こ
の
知
音
都
市

交
流
の
き
っ
か
け
で
あ
る
「
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
の
唄
」
の
合
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
中
野
市
を
代
表
す
る
も
う

一
人
の
文
化
人
で
あ
る�
野
辰
之
の
代
表

的
な
文
部
省
唱
歌
「
故
郷
」
を
全
員
で
歌

い
、
よ
り
一
層
の
親
睦
が
図
ら
れ
、
交
流

会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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知
音
都
市
交
流
が
中
野
市
で
行
わ
れ
ま
し
た

知
音
都
市
交
流

実
務
者 ・ 
広
報
担
当
者
等
会
議

▲各市からそれぞれ発表が行われました

▲�野辰之記念館を視察

▲恒例の 「カチューシャの唄」 を合唱
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「
市
民
都
市
交
流
会
フ
レ
ン
ズ
」
で
は
、

こ
の
知
音
都
市
や
姉
妹
都
市
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
随
時
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は 
事
務
局
の
海
野
さ
ん（�
�
２
１
１

１
内
線
２
１
９
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

知音都市の合併状況
浜田市長野市中野市糸魚川市

旧浜田市
旧金城町
旧旭町
旧弥栄村
旧三隅町

長野市
旧豊野町
旧戸隠村
旧鬼無里村
旧大岡村

旧中野市
旧豊田村

旧糸魚川市
旧能生町
旧青海町合併市町村

新設合併編入合併新設合併新設合併合併の方式
H17.10.1H17.1.1H17.4.1H17.3.19合併の期日

本庁 ・ 支所方式
本庁は旧浜田市役所

本庁 ・ 支所方式本庁 ・ 支所方式
本庁は旧中野市役所

本庁 ・ 支所方式
本庁は旧糸魚川市役所

事務所の位置

63,043人378,495人46,788人49,844人人口
25,035世帯140,996世帯14,589世帯17,412世帯世帯数
689.52k㎡738.51k㎡112.06k㎡746.24k㎡面積

（注：人口・世帯数は、平成17年国勢調査の数値）

知
音
都
市
交
流
会
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昨
年
は
、
福
岡
県
西
方
沖
、
千

葉
県
北
西
部
、
宮
城
県
沖
を
震
源

と
す
る
地
震
に
よ
り
、
多
数
の
死

傷
者
が
発
生
す
る
大
き
な
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら

今
年
に
か
け
て
の
冬
季
は
、
日
本

海
側
を
中
心
に
記
録
的
な
豪
雪
と

な
り
、
当
市
に
お
い
て
も
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
中
心
に
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
昨
年
も
全
国
各

地
で
深
刻
な
被
害
が
相
次
い
で
発

生
し
ま
し
た
が
、
災
害
の
未
然
防

止
と
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
得
ら
れ

た
教
訓
を
的
確
に
活
か
し
、
平
素

よ
り
災
害
時
に
お
け
る
被
害
の
軽

減
に
対
す
る
備
え
を
充
実
強
化
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
毎
年
、
総
合

防
災
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
中
野

平
中
学
校
区
で
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

　

各
ご
家
庭
や
事
業
所

等
で
も
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
に
訓
練
へ

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日　

九
月
一
日�

時
間　

午
前
九
時
か
ら

十
一
時
三
十
分
ま
で

会
場　

旧
中
野
平
中
学

校
校
庭

内
容　

避
難
訓
練
、
初

期
消
火
訓
練
、
応
急
救

護
訓
練
な
ど

そ
の
他　

駐
車
場
が
少
な
い
た
め

会
場
へ
の
自
動
車
で
の
参
加
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
訓
練
で
消
防
自
動
車
等

が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
が
、

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
防
災
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
１
０
）

▲昨年行われた防災訓練の
様子

　

市
で
は
、
高
度
情
報
化
社
会
に

対
応
す
る
た
め
、
中
野
市
に
ふ
さ

わ
し
い
情
報
化
計
画
を
検
討
し
て

い
た
だ
く
地
域
情
報
化
懇
話
会
委

員
を
公
募
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
方

（
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
）

募
集
人
数　

八
名

委
員
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
地
域

情
報
化
計
画
策
定
日
ま
で

応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

地
域
情
報
化
に
関
す
る
ご
意
見
を

記
載
の
う
え
、
直
接
持
参
し
て
い

た
だ
く
か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
に
よ
り
お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

八
月
二
十
五
日�
必
着

決
定
方
法　

選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
企
画
情
報
課
情
報
係

〒
３
８
３－

８
６
１
４　

中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
１
７
、
Ｆ
Ａ

Ｘ�
０
３
４
９
）

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.nakano.nagano.jp

※
直
接
持
参
し
て
い
た
だ
く
場
合

は
、
豊
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で
も

提
出
可
能
で
す
。

▲豊田情報センター

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇
話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

地
域
情
報
化
懇
話
会
委
員
を

公
募
し
ま
す

　

市
内
の
交
通
死
亡
事
故
が
五
月

上
旬
か
ら
相
次
い
で
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
七
月
三
日
、

「
交
通
死
亡
事
故
多
発
非
常
事
態

宣
言
」
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

発
令
後
、
皆
さ
ん
に
交
通
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
が
、

去
る
七
月
十
九
日
に
市
内
松
川
地

籍
を
歩
い
て
い
た
歩
行
者
を
、
後

方
か
ら
来
た
軽
乗
用
車
が
は
ね
る

事
故
で
、
不
幸
に
も
歩
行
者
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
の
心
が
け
が
必
要

で
す
。

　

市
内
か
ら
こ
れ
以
上
、
交
通
事

故
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
お
互
い
へ
の
思
い
や
り
の
マ

ナ
ー
で
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
の
主
役
は
自

分
で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
強
く

認
識
し
ま
し
ょ
う
。

�
７
月
３
日
夕
方
、
市
内
大
型
店

で
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た

－いざというときに備えて－－いざというときに備えて－

皆
さ
ん
の
自 
覚 
が 
事 
故
を
防 
ぎ 
ま 
す

 「
交
通
死
亡
事
故
多
発
非
常
事
態
宣
言
」 発
令
中

総合防災訓練を実施総合防災訓練を実施総合防災訓練を実施
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平
成
十
七
年
度
の
農
業
生
産
額

は
、
九
月
に
襲
来
し
た
台
風
十
四

号
の
影
響
や
十
二
月
か
ら
一
月
に

か
け
て
の
記
録
的
な
豪
雪
に
よ
り

果
樹
を
中
心
に
深
刻
な
被
害
を
受

け
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
の
農
業
生
産
額
は
、
全
国

一
の
生
産
を
誇
っ
て
い
る
え
の
き

茸
の
単
価
が
低
迷
し
て
い
ま
す
が
、

果
樹
関
係
が
豊
作
で
あ
っ
た
こ
と

を
受
け
て
、
前
年
と
ほ
ぼ
同
額
の

二
百
四
億
六
千
百
六
十
六
万
円
余

り
で
し
た
。

　

主
な
作
物
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
キ
ノ
コ
類

　

え
の
き
茸
は
、
生
産
戸
数
が
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
生
産
量
は
微

減
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
単
価
が

近
年
に
な
い
低
価
だ
っ
た
た
め
、

生
産
額
は
前
年
比
九
十
七
㌫
で
、

八
十
五
億
円
余
り
で
し
た
。
や
ま

び
こ
し
め
じ
は
、
生
産
量
が
増
加

し
た
も
の
の
、
単
価
安
に
よ
り
生

産
額
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
で
し
た
。

な
め
こ
は
、
生
産
基
盤
お
よ
び
生

産
量
が
減
少
し
て
い
る
う
え
、
き

の
こ
類
全
体
の
競
合
に
よ
る
価
格

低
下
の
影
響
に
よ
り
、
生
産
額
は

減
少
し
ま
し
た
。

▼
果
樹

　

リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
モ
モ
は
昨

年
の
生
産
基
盤
を
維
持
し
、
生
産

量
に
つ
い
て
は
、
際
立
っ
た
気
象

災
害
が
な
か
っ
た
こ
と
で
リ
ン
ゴ
、

ブ
ド
ウ
、
モ
モ
と
も
に
豊
作
で
し

た
。
一
方
、
和
な
し
、
洋
な
し
は
、

台
風
被
害
に
よ
り
生
産
量
が
減
少

し
ま
し
た
が
、
全
体
的
に
豊
作

だ
っ
た
た
め
、
価
格
に
つ
い
て
は

安
値
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
リ
ン
ゴ
の
代
替
作
物
と

し
て
導
入
さ
れ
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
な

ど
は
、
生
産
の
拡
大
が
進
ん
で
い

ま
す
。
果
樹
全
体
の
生
産
額
は
、

前
年
が
災
害
の
影
響
で
不
作
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
年
比
一
〇

四
㌫
、
五
十
五
億
円
余
と
増
加
し

ま
し
た
。

▼
野
菜

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
栽
培
面
積

の
減
少
を
背
景
に
収
量
を
前
年
比

九
十
一
㌫
と
減
ら
し
、
生
産
額
も

前
年
よ
り
減
少
し
ま
し
た
。

　

他
の
野
菜
は
、
自
家
消
費
的
な

も
の
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

新
た
な
需
要
に
応
じ
、
ハ
ウ
ス

リ
ー
ス
事
業
に
よ
る
き
ゅ
う
り
、

ト
マ
ト
、
パ
プ
リ
カ
な
ど
の
野
菜

類
を
中
心
に
、
や
や
生
産
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。
野
菜
全
体
の
生
産

額
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
減
収
が

影
響
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年
比
九

十
九
㌫
の
約
九
億
七
千
万
円
余

り
で
し
た
。

▼
水
稲
類

　

水
稲
は
、
比
較
的
天
候
が
良
好

だ
っ
た
た
め
、
作
況
は
や
や
良
く
、

生
産
量
は
三
千
百
二
十
㌧
で
し

た
が
、
単
価
が
前
年
に
比
べ
て
下

落
し
た
た
め
、
生
産
額
は
前
年
を

下
回
り
ま
し
た
。

▼
花
き
類

　

花
き
類
は
、
多
品
目
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
前
年
並
み
の

生
産
額
で
し
た
。

平成17年度

農業生産額
204億6,166万円

農業生産額の内訳   農家戸数 ： 2, 573戸 単位 ： 万円

前年度比
ほぼ同額の
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�

�

�

�������������������

�������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

バ
ス
停
や
駅
か
ら
離
れ
て
い
る

た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
の
方
、
障

害
を
お
持
ち
の
方
等
の
た
め
に
、

何
が
で
き
る
か
を
一
緒
に
検
討
す

る
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

募
集
人
員　

二
名
以
内
（
中
野
、

豊
田
地
域
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
名
を

予
定
し
て
い
ま
す
）

応
募
資
格　

中
野
市
に
住
所
を
有

す
る
二
十
歳
以
上
の
方

※
八
月
下
旬
〜
十
二
月
に
、
月
一

　

回
程
度
の
会
議
を
予
定

（
報
酬
等
は
あ
り
ま
せ
ん
）

応
募
期
間　

八
月
十
八
日�
必
着

応
募
方
法　

中
野
市
の
公
共
交

通
に
関
す
る
ご
自
分
の
考
え
を

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
一
〜
二

枚
程
度
に
ま
と
め
、 住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
市
役
所
福
祉
課
ま
た

は
豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

決
定
方
法　

応
募
多
数
の
場
合
、

選
考
に
よ
り
決
定

応
募
･
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
厚
生
保
護
係

（��
２
１
１
１
内
線
２
９
５
）

豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（��
３
１
１
１
内
線
１
２
１
）

交通弱者対策検討委員を
募集します
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中
野
市
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

指指指指指指指指指指指指指指指指
定定定定定定定定定定定定定定定定
管管管管管管管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理理理理理理理
者者者者者者者者者者者者者者者者

指
定
管
理
者
ののののののののののののののののの

候候候候候候候候候候候候候候候候
補補補補補補補補補補補補補補補補
者者者者者者者者者者者者者者者者

候
補
者
ををををををををををををををををを

募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集
募
集

　

市
で
は
、
民
間
活
力
を
活
用
し

て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費

の
節
減
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

中
野
市
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の

指
定
管
理
者
の
候
補
者
を
募
集
し

ま
す
。

▼
指
定
管
理
者
制
度
▲

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
地
方
自

治
法
に
基
づ
く
も
の
で
、
本
市
で

は
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
導

入
し
た
制
度
で
す
。
地
方
公
共
団

体
の
出
資
法
人
や
公
共
団
体
に
限

ら
ず
、
民
間
事
業
者
等
の
団
体

（
個
人
を
除
く
）
も
「
公
の
施
設
」

の
管
理
運
営
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
市
で
は
、
三
十
施
設
に
つ

い
て
指
定
管
理
者
を
指
定
し
、
管

理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

施
設
の
名
称

中
野
市
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

住
所　

中
野
市
東
山
五
番
二
十
一
号

指
定
の
期
間　

平
成
十
九
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
二
年
間

募
集
期
限　

九
月
四
日�

●
応
募
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

期
日　

八
月
十
一
日�

時
間　

午
後
二
時
か
ら

会
場　

市
民
会
館　

号
会
議
室

42

問
い
合
わ
せ
先　
　

市
役
所
健
康
長
寿
課
長
寿
支
援
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
３
）

　

本
年
度
の
合
同
金
婚
式
を
、
九

月
二
十
八
日
（
木
）
午
前
十
時
か

ら「
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
ー
な
か
の
」

に
お
い
て
、
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
方
で
合
同
金
婚
式

に
ご
出
席
い
た
だ
け
る
方
は
、
申

込
書
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
問
い
合
わ
せ
先
に

あ
る
ほ
か
、
広
報
な
か
の
七
月

号
に
挟
み
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

昭
和
三
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
十

二
月
三
十
一
日
の
間
に
婚
姻
し
た

ご
夫
婦
ま
た
は
上
記
期
間
内
に
事

実
上
結
婚
し
、
そ
れ
以
降
に
戸
籍

の
届
出
を
し
た
ご
夫
婦

会
費　

ご
夫
婦
で
二
千
円

（
お
一
人
で
出
席
さ
れ
る
方
は
千
円
）

※
当
日
、
会
場
に
て
徴
収
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
期
限　

八
月
十
一
日�

※
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
方
へ

は
、
後
日
、
合
同
金
婚
式
の
案

内
お
よ
び
出
欠
を
確
認
す
る
通

知
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

①
市
役
所
健
康
長
寿
課
長
寿
支
援

　

係（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）　

　
（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
３
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ�
２
２
９
５
）

②
豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
健
康
長

　

寿
係
（�
�
３
１
１
１
内
線
１

　

２
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ�
２
７
７
４
）

中
央
広
場
公
園
・
公
園
内
ト
イ
レ
棟
の

愛
称
が
決
定
し
ま
し
た

愛称「ＬａＬａ 公園」愛称「 Ｌ ａ Ｌ ａ 公園」

愛称「ララ ウォッシュ」愛称「ラ ラ ウ ォ ッ シ ュ」

　

七
月
十
二
日
に
中
野
市
役
所
に

お
い
て
、
中
央
広
場
公
園
お
よ
び

公
園
内
ト
イ
レ
棟
の
愛
称
選
考
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
愛
称
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

応
募
は
、
市
内
の
皆
さ
ん
は
も

と
よ
り
、
北
海
道
、
東
京
都
、
埼

玉
県
、
大
阪
府
か
ら
の
応
募
も
あ

り
、
応
募
総
数
は
、
中
央
広
場
公

園
が
五
十
五
名
の
皆
さ
ん
か
ら
七

十
七
作
品
、
公
園
内
ト
イ
レ
棟
が

四
十
一
名
の
皆
さ
ん
か
ら
六
十
五

作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

愛
称
は
応
募
の
中
か
ら
、
中
央

広
場
公
園
は
、
市
内
西
条
在
住
の

江
本
久
美
子
さ
ん
の
作
品
「
Ｌ
ａ

Ｌ
ａ　

公
園
」
が
、
公
園
内
ト
イ

レ
棟
は
、
市
内
草
間
在
住
の
清
水

千
秋
さ
ん
の
作
品
「
ラ
ラ　

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
愛
称
も
、
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ

銀
座
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
よ
り
親
し

め
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
そ
う
で

す
。

　

七
月
二
十
六
日
に
は
、
愛
称
入

選
者
授
賞
式
を
行
い
、
採
用
さ
れ

た
お
二
人
に
景
品
を
贈
り
ま
し
た
。

中中中中中中中中中中中中中中中中
野野野野野野野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市市市市市市市
合合合合合合合合合合合合合合合合
同同同同同同同同同同同同同同同同
金金金金金金金金金金金金金金金金
婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚
式式式式式式式式式式式式式式式式
のののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案案案案案案案案案案
内内内内内内内内内内内内内内内内

中
野
市
合
同
金
婚
式
の
ご
案
内

▲屋内ゲートボール場

▲７月26日に行われた授賞式の様子
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中
野
市
は
、
中
山
晋
平
先
生
、

�
野
辰
之
先
生
の
生
誕
の
地
で
あ

り
ま
す
。

　

市
民
音
楽
祭
は
、
晋
平
先
生
や

辰
之
先
生
の
業
績
を
た
た
え
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
音
楽
の
す
ば
ら
し

さ
、
ま
た
、
地
域
の
音
楽
文
化
の

向
上
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
二
十
一
団
体
の
皆
さ

ん
に
よ
る
合
唱
や
演
奏
が
あ
り
ま

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

八
月
二
十
六
日�

時
間　

午
後
一
時
開
演

会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

主
催　

中
野
市
教
育
委
員
会
、
中

野
市
音
楽
団
体
連
盟
、
中
山
晋
平

記
念
会

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
推
進
係
（�
�
２
１
１
１
内

線
３
０
７
）

　

市
内
の
農
産
物
や
特
産
物
を
旬

の
時
期
以
外
に
も
、
よ
り
多
く
の

皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

信
州
中
野「
ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー
ド
」

を
発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
、
期
間
を
定
め

て
商
品
と
引
き
換
え
る
こ
と
が
で

き
る
定
額
の
カ
ー
ド
ギ
フ
ト
で
す
。

　

今
回
は
、
秋
の
農
産
物
・
加
工

品
な
ど
を
中
心
に
ご
用
意
い
た
し

ま
し
た
。

　

お
祝
い
の
引
き
出
物
や
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
の
贈
り
物
に
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー
ド
の
お
取
り

扱
い
は
、
中
野
市
振
興
公
社
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
９
９
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
届
は
毎
年
六
月
一
日
の
状

況
を
確
認
し
、
引
き
続
き
受
け
る

要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、

提
出
い
た
だ
か
な
い
と
、
六
月
分

以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
六
月
上
旬

に
現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
て
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
提
出
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
至
急
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
児

童
手
当
が
改
正
さ
れ
、
支
給
対
象

年
齢
が
小
学
校
三
年
生
か
ら
、
小

学
校
六
年
生
ま
で
に
拡
充
さ
れ
、

所
得
制
限
も
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

申
請
の
期
限
は
九
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ

る
方
は
、
早
め
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
児
童
手
当
制
度
拡
充
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
広
報
な
か
の

四
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

申
請
手
続
き
等
ご
不
明
な
点
に

つ
き
ま
し
て
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
公
務
員

の
方
は
勤
務
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
５
６
）

豊
田
支
所
子
ど
も
課
子
ど
も
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
２
１
）

２
０
０
６
中
野
市
民
音
楽
祭

２
０
０
６
中
野
市
民
音
楽
祭
を

開
催
し
ま
す

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

現
況
届
は

提
出
さ
れ
ま
し
た
か
？

売れる農業推進室からのお知らせ

心のこもった贈り物

信州中野信州中野
「まごころのカード」  「ま ご こ ろ のカード」

発行しました      発行しました

児
童
手
当
の

　

現
況
届
に
つ
い
て

児
童
手
当
制
度
改
正
に
伴
う

申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　取引や証明等に使用している
はかりは、２年ごとに長野県知
事の検査を受けなければなりま
せん。対象となるはかりを使用
している方は、忘れずに必ず検
査を受けてください。
期日／８月２８日 （月）
会場／中野市農業協同組合平野
　　　総合共撰所
期日／８月２９日 （火）
会場／中野市農業協同組合平岡支所
期日／８月３０日 （水）
会場／市民会館ホール （ホワイエ）
期日／８月３１日 （木）
会場／市民会館ホール （ホワイエ）
※時間は午前10時30分～正午と
　午後１時～３時30分です。
問い合わせ先  市役所商工観光課
商工係（�22-2111内線258)

計量器 （はかり） 定期検査

▲今回発行された「まごころのカード」
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八
月
一
日
か
ら
中
野
市
公
共
下

水
道
・
農
業
集
落
排
水
設
備
改
造

資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
（
利
子

補
給
）
の
利
用
対
象
処
理
区
及
び

融
資
取
扱
金
融
機
関
を
追
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
汲
み
取
り
便
所

を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
ま
た
は
新

設
し
て
下
水
道
に
接
続
す
る
場
合

に
、
一
定
の
条
件
を
設
け
て
融
資

あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給
を
行
い
、

水
洗
化
の
促
進
と
環
境
衛
生
の
向

上
を
図
る
も
の
で
す
。
な
お
、
新

築
・
建
て
替
え
の
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

　

新
た
に
利
用
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
処
理
区
は
、
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
の
上
今
井
処
理
区
、

農
業
集
落
排
水
の
毛
野
川
処
理
区

と
永
江
処
理
区
で
、
追
加
と
な
っ

た
融
資
取
扱
金
融
機
関
は
、
北
信

州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組
合
で
す
。

対
象
と
な
る
処
理
区

中
野
地
域
…
全
処
理
区

豊
田
地
域
…
上
今
井
処
理
区
、
毛

野
川
処
理
区
、
永
江
処
理
区

利
用
限
度
額　

二
〇
〇
万
円

適
用
金
利　

平
成
十
八
年
度
は
年

三
・
五
〇
％

利
子
補
給　

利
子
相
当
分
（
供
用

開
始
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
は

二
分
の
一
）

償
還
期
間　

七
年
以
内

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
上
下
水
道
課
監
理
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
８
１
）
ま
た

は
豊
田
支
所
上
下
水
道
係
（�
�

３
１
１
１
内
線
１
６
３
）

　

市
で
は
、
地
震
に
対
す
る
建
築

物
の
安
全
性
に
関
す
る
意
識
の
啓

発
お
よ
び
耐
震
改
修
の
実
施
の
促

進
を
図
る
た
め
、
耐
震
診
断
士
を

派
遣
し
、
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す
。

　

診
断
の
段
階
で
は
、
費
用
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
下
記
に
あ
り
ま
す

対
象
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
住
宅
を
所
有
し
、
診
断
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
申
込
書
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 な
お
、
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
診
断
の
実

施
が
来
年
度
以
降
に
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間

八
月
二
十
五
日�
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
７
３
）、

豊
田
支
所
建
設
課
建
設
係
（�
�

３
１
１
１
内
線
１
５
３
）

　
「
水
を
大
切
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

上
下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
上
下
水
道

へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
様
々
な
企
画
を
用
意

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
族
で
楽
し
め
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

期
日　

八
月
二
十
七
日�

時
間　

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

会
場　

中
野
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー

内
容
の
一
部
紹
介

●
施
設
見
学

●
水
道
水
源
に
つ
い
て
の
展
示
、

上
下
水
道
器
具
展
示
、
上
下
水

道
何
で
も
相
談

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
上
下
水
道
課
監
理
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
８
１
）

●
無
料
コ
ー
ナ
ー

　

風
船
、
焼
き
そ
ば
、
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
、
か
き
氷
、
ヨ
ー
ヨ
ー

風
船
な
ど

下
水
道
設
備
改
造
資
金
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
を
拡
大

上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ
スススススススススススススススススススス
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ
ババババババババババババババババババババ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
をををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

上 
下 
水 
道 
フ ェ 
ス 
テ ィ 
バ ル 
を 
開 
催

昨
年
十
一
月
に
実
施
し
ま
し
た
意

向
確
認
で
、
簡
易
耐
震
診
断
を
希

望
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●昭和56年５月31日以前に着工された住
宅で市内に存するもの

●個人所有の一戸建ての住宅（店舗併用
住宅などの併用住宅を含み、賃貸住宅
を除きます）

●木造在来工法の住宅（ツーバイフォー
工法や非木造の住宅は含まれません）

簡易耐震診断の対象要件

簡
易
耐
震
診
断

簡
易
耐
震
診
断
の
実
施
に
つ
い
て

―
あ
な
た
の
家
は
地
震
が
き
て
も
大
丈
夫
？
―

― 
あ
な
た
の
家
は
地
震
が
き
て
も
大
丈
夫
？ 
―

堆肥（おすみ
ちゃん・未土
利）の無料頒
布もあります

▲▼昨年のフェスティバルの様子
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～庭木や布団などの出し方～
ごみの減量・分別のワンポイント⑤

期
日　

八
月
十
九
日�

時
間　

午
後
二
時
三
十
分
か
ら

会
場　

中
山
晋
平
記
念
館
（
第
一

展
示
ホ
ー
ル
）

出
演
者

●
【
な
に
わ
】 （
大
阪
府
在
住
の
ア ・

　

カ
ペ
ラ
男
声
合
唱
団
）

●
【
コ
ー
ル
・
ウ
イ
ン
ズ
】（
兵
庫

県
在
住
の
女
声
合
唱
団
）

●
【
阪
神
ク
ワ
イ
ヤ
ー
ズ
】（「
な

に
わ
」「
コ
ー
ル
・
ウ
イ
ン
ズ
」両

合
唱
団
に
よ
る
混
声
合
唱
団
）

　

重
厚
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
混
声
合

唱
の
素
敵
な
歌
声
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

中
山
晋
平
記

念
館
（�
�
７
０
５
０
）

期
日　

八
月
二
十
日�

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

会
場　�
野
辰
之
記
念
館
（
展
示

室
）

出
演
者

●
荒
井
雅
至
先
生 （
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

●
小
宮
康
裕
先
生 （
ピ
ア
ノ
）

●
国
立
音
楽
大
学
生

●
東
京
学
芸
大
学
生

●
国
立
音
楽
大
学
付
属
中
学
生
お

　

よ
び
高
校
生

　

長
野
市
出
身
の
荒
井
先
生
と
小

宮
先
生
、
そ
し
て
両
先
生
の
門
下

生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
若
さ
あ
ふ

れ
る
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　�
野
辰
之
記

念
館
（�
�
３
０
７
０
）

▲昨年の様子

▲昨年の様子

�
野
辰
之
記
念
館 「 
ム 
シ 
カ 
ア 
レ 
グ 
レ 
コ 
ン 
サ 
ー 
ト 
」

中
山
晋
平
記
念
館 「 
サ 
マ 
ー 
コ 
ン 
サ 
ー 
ト 
２ 
０ 
０ 
６ 
」

　例年行われている両記念館のサマーコンサートにつ
いて、中山晋平記念館では、８月19日�に、�野辰之
記念館では、８日20日�に開催されます。
　どちらのコンサートも中山晋平作曲、�野辰之作詞
の作品を中心に合唱、合奏が行われます。入場は無料
ですのでお気軽にお越しください。

　庭木などの剪定木（木くず）は、右
図の大きさに束ねて、収集１回につき
３束まで、ごみステーションに出すこ
とができます。また、一度に多量に処
分したい場合は、直接東山クリーンセ
ンターへ搬入してください。（有料）
　木の幹（丸太）のような場合は、長さ2.5㍍ 以下、直径
20㌢㍍以下にし、直接東山クリーンセンターへ持ち込んで
ください。（有料）
　布団などは、下図の大きさに縛って、収集１回につき３
束まで、ごみステーションに出すことができます。

●ふとん ・ カーペット ・ マットレス ・ じゅうたん
　（電気式は除く）　　　（スプリング入りは除く）

●板・庭木等

※１回につき３束まで

※いずれも
ひもで
しばって
出してください。

　

今
年
も
太
陽
の
恵
み
を
た
っ

ぷ
り
受
け
た
、
夏
の
果
物
の
代

表�
桃�
の
収
穫
が
市
内
で
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

桃
に
は
、
糖
質
と
食
物
繊
維

が
多
く
含
ま
れ
、
糖
質
は
水
分

と
と
も
に
体
の
補
給
源
と
な
り
、

疲
労
回
復
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
整
腸
作
用
が
あ
り
、
便
秘

や
冷
え
性
の
改
善
、
ま
た
、
血
行

を
よ
く
す
る
効
果
が
あ
る
な
ど
、

果
物
の
中
で
も
数
少
な
い
体
を
冷

や
さ
な
い
フ
ル
ー
ツ
で
、
女
性
の

見
方
と
い
え
ま
す
。

　

桃
を
食
べ
て
、
夏
の
暑
さ
に
負

け
な
い
体
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

桃
は
、
常
温
よ
り
冷
や
し
た
方

が
美
味
し
く
な
り
ま
す
が
、
冷
や

し
過
ぎ
る
と
甘
み
が
落
ち
て
し
ま

い
ま
す
。
水
分
が
失
わ
れ
な
い
よ

う
に
ラ
ッ
プ
な
ど
で
包
み
、
食

べ
る
一
〜
二
時
間
ほ
ど
前
に
冷

蔵
庫
で
冷
や
し
て
お
召
し
上
が

り
く
だ
さ
い
。

今
が
旬
！ 
桃

〜
疲
労
回
復
に
効
果
〜

桃
の
美
味
し
い
召
し
上
が
り
方

�
川
中
島
白
桃
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交通指導所を開設

写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写 真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真 館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館写 真 館
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととごと

　５月から６月にかけて、交通死亡事故が発生したこ
とに伴い、市では７月３日に交通死亡事故多発非常事
態宣言を発令し、これにより７月７日、国道292号の
アップルシティーなかの前と長丘小学校東に、交通指
導所が開設されました。
　また、７月25日には、恒例の｢夏の交通安全やまびこ
運動｣の交通指導所もアップルシティーなかの前に開
設され、より一層交通事故に気をつけ、安全運転に努
めるようドライバーに対して街頭指導が行われました。

中野祇園祭

今月の表紙

　７月15、16日の両日、中野の伝統行事である中野
祇園祭が、市街地で開催されました。
　15日は四カ町のみこしや大獅子、西町のおはやし
子供屋台に松川の川崎踊りが市街地を練り歩き、ま
た、今年は３年に一度行われている中町の黒姫もの
がたりの時代行列も、大勢の前で披露されました。
　翌16日には、若殿様に扮した四カ町の子どもたち
による馬乗り行事も行われ、各町の若殿様のりりし
い姿は、沿道の人たちの目を引きつけていました。

図書館新情報システム稼働
　市立図書館や各分館にあるすべての本の貸出や返却
ができる情報システムが整備され、新しいシステムの
稼働式を７月13日に行いました。
　稼働式では、市長のあいさつの後、コンピュータ起
動を行い、新システムでの図書の貸出を始めました。
　このシステムは、皆さんが図書館をより便利に、ま
た身近に利用できるよう、最寄りの図書館で希望する
図書の資料が閲覧でき、予約もできます。また予約し
た本は、週２回、配送車により図書館を巡回し、本を
届けることができるようになりました。
　稼働式の後、本を借りに来た皆さんは、列になって
受付に並んでいました。

▲非常事態宣言により、長丘小学校東でも街頭指導を実施

▲夏の交通安全やまびこ運動でも交通指導所を開設▲市長と市議会議長がコンピュータを起動しました

　市民総参加の夏祭り「第２回中野ションションまつ
り」が、７月22日に市街地において開催されました。
　連日の雨で祭りの開催が心配されましたが、当日は
降雨もなく祭り日和。今年は94連4,362人が参加し、踊
り連、仮装連ともに息のあった元気な踊りを披露しま
した。また、踊りに参加された方だけでなく祭りを見
に来た皆さんも一緒になって祭りを楽しんでいました。

第２回 中野ションションまつり

17　平成 １8 年８月　広報なかの

　７月14日、北陸新幹線夜間瀬川橋りょう他工事の安
全祈願が、赤岩地区内において、鉄道・運輸機構や地
元関係者など約70名が出席して行われました。
　今回は、夜間瀬川の平成橋近くに橋を架け、現在の県
道中野飯山線沿いにある高社山トンネル入り口までを
結ぶもので、橋りょうや高架橋など工事延長700メート
ルの工事が、平成21年３月の完成に向けて進められます。

▲笑顔を見せながらまとまりある踊りを披露

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききでき

　国指定の天然記念物「十三崖のチョウゲンボウ繁殖
地」に、再び多くのチョウゲンボウが舞う姿を取り戻
すため、７月30日、ボランティアグループ「十三崖チョ
ウゲンボウ応援団」が設立され、総会が行われました。
　当日、現地で開催された総会では、市内外から入会
された会員の皆さんにより、活動内容やマスコット
マークなどが決定されました。引き続いて、観察会や
植物の刈り取り作業を行ったあと、応援団に入会した
会員相互の親睦を深めるため交流会が開かれ、チョウ
ゲンボウや十三崖について意見交換がされました。

十三崖チョウゲンボウ応援団

北陸新幹線建設工事安全祈願

▲県外から参加した中学生も植物刈り取り作業を行いました

▲北陸新幹線の開通に向けて工事が進められます

親子ふれあい魚つかみどり
　７月30日の朝、夜間瀬川越橋上流で魚のつかみどり
事業を実施しました。
　この事業は、子どもたちに自然に親しむ機会をつく
り、親と子がふれあいながら交流を深め、自然を大切
にする心を持っていただこうと行われたものです。
　当日は、市内の親子700人ほど集まり、川に放流され
たニジマスのつかみどりを楽しみました。
　会場では、魚を追いかけるたび、また捕まえるたび
に歓声がわき、自然の中で夏休みの楽しいひと時を過
ごしていました。

▲魚が逃げないように慎重につかんでいました
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今
回
ご
紹
介
す
る
「
中
野
市
消
費
者
の

会
」
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
取
り
組
み

な
ど
を
旧
中
野
市
で
は
昭
和
五
十
三
年
か

ら
、
旧
豊
田
村
で
は
昭
和
六
十
年
か
ら
始

め
、
昨
年
春
の
両
市
村
の
合
併
に
よ
り
、

こ
の
会
も
昨
年
秋
か
ら
一
つ
に
な
っ
て
、

現
在
、
五
十
名
ほ
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
で
は
、
安
全
な
消
費
生
活
の
た

め
に
「
食
」
や
「
環
境
」
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て
、
皆
で
一
緒
に
講
演
会
や
学
習
会
、

視
察
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
環
境
に
配
慮
し

て
、
食
用
廃
油
を
使
っ
た
手
作
り
の 「
陣

屋
石
け
ん
」
を
作
っ
て
販
売
し
て
お
り
、

今
月
二
十
七
日
の
上
下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
も
販
売
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

会
員
の
減
少
や
、
若
い
主
婦
の
方
々
を

誘
い
き
れ
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
消
費
者
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
と
、

行
政
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
な
が
ら
活
動
を

広
め
て
、
次
の
代
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
。

　

会
長
の
今
井
多
惠
子
さ
ん
は
「
ま
だ
会

長
に
な
っ
て
日
が
浅
い
け
ど
、
役
員
を
は

じ
め
、
会
員
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

vol.16

中野市消費者の会
会長　今　井　多惠子

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななみんなのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばひろば

�▼ 四本柱が立てられた
金井伊勢社の土俵。
（写真：昭和62年撮影）

�▲ 大燈籠（おおどうろう）。明治
21年に地元の宮大工により作
られた。（写真：昭和62年撮影）

�▼ 山王社。猿田彦命（さるたひ
このみこと）がまつられており、
研究者等が訪れることもある。

�▲ 猿の形をしていると
いわれている石像。山
王社の西側にある。

地域を知
ろう！

中野めぐり

　４月下旬の春祭りをはじめ、９月に例
大祭、12月には大払い（収穫祭）の行事
があります。また、区内には水田や畑が
多く、米やアスパラガスがよくとれるほ
か、ブドウの露地栽培をしています。区
名については、以前は深沢でしたが、合
併に伴い現在の名称になりました。

　どんど焼きや春祭り、運動会や文化祭
等の行事がありますが、特に金井伊勢社
で催す秋祭りの大燈籠は区の宝です。祭
礼の夜にはこの下でご祝儀太鼓が披露さ
れ、翌日には氏神さまへの奉納相撲が行
われます。 この相撲も歴史は古く、四本
柱を立てた土俵は大変格式の高いものです。

No.�

 金   井  区
かな い

 豊  田  深  沢 区
とよ た ふか さわ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

倭地区倭地区

科野科野
地区地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長
丘
地
区

長
丘
地
区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

��

��

��

越
橋
越
橋

��

��

高
社
中
学
校

高
社
中
学
校

飯山市飯山市

至赤坂至赤坂
平岡小学校平岡小学校

山
王
社

山
王
社

至
奥
手
山

至
奥
手
山

ふ
る
さ
と
苑

ふ
る
さ
と
苑

至道
の駅

至道
の駅 国

道
11
7号

国
道
11
7号

豊田深沢豊田深沢
高
社
大
橋

高
社
大
橋

夜夜
間間
瀬瀬
川川

金井伊勢社金井伊勢社
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�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
裕
一
さ
ん
・
幸
子
さ
ん
）
七
年

ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
が
、
当
時
の

職
場
が
一
緒
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

告
白
と
か
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

自
然
に
交
際
が
始
ま
り
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
裕
一
さ
ん
）
笑
顔
や
し
ぐ
さ
が

か
わ
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

（
幸
子
さ
ん
）
い
い
人
そ
う
だ

な
ぁ
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
裕
一
さ
ん
）
い
ろ
い
ろ
気
を
つ

か
っ
て
く
れ
る
し
、
自
分
を
た
て

て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

（
幸
子
さ
ん
）
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ

い
な
私
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
優
し
く
て
知
識
が

あ
る
と
こ
ろ
も
好
き
で
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
裕
一
さ
ん
）
縁
側
で
お
茶
を
飲

む
姿
が
似
合
う
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
り
た
い
で
す
。

幸
子
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
！

（
幸
子
さ
ん
）
彼
の
仕
事
が
終
わ

る
の
が
遅
い
の
で
、
帰
っ
て
き
た

と
き
に
安
ら
げ
る
よ
う
な
楽
し
い

家
庭
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
裕

一
さ
ん
、
一
生
大
事
に
し
て
く
だ

さ
い
。
浮
気
し
な
い
で
ね （
笑
）。

名　郷　裕　一  さん  （36歳）
　　　　幸　子  さん  （30歳）

（下小田中）
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未
来
の
中
野
市
は
、
と
に
か
く

平
和
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ニ
ュ
ー
ス

や
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
怖
い
事

件
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
か
ら
で
す
。

中
野
市
に
も
不
審
者
が
い
た
り
す

る
よ
う
な
の
で
、
未
来
の
中
野
市

で
は
、
ぼ
う
は
ん
ブ
ザ
ー
を
も
た

な
く
て
も
い
い
よ
う
な
中
野
市
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

今
の
中
野
市
に
は
、
畑
や
木
な

ど
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
未
来

の
中
野
市
に
も
今
と
同
じ
く
ら
い
、

畑
や
木
が
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
い
て

ほ
し
い
で
す
。

　

未
来
の
中
野
市
に
願
う
こ
と
は
、

み
ん
な
が
平
和
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
、
ぼ
う
は
ん
ブ
ザ
ー

を
持
た
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
す

る
こ
と
、
畑
や
木
な
ど
を
今
と
同

じ
く
ら
い
、
い
っ
ぱ
い
残
す
こ
と

で
す
。

　

今
、
お
う
ち
の
人
や
地
い
き
の

人
が
交
代
で
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

大
き
く
な
る
こ
ろ
は
ど
う
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
ろ
も
自

然
が
い
っ
ぱ
い
で
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
中
野
市
で
あ
れ
ば
う
れ
し

い
な
、
と
思
い
ま
す
。

�
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
中
野
市
に
！�

高丘小学校６年
　小林梨香子さん

�

新新 婚婚 ささ
んん

　

お
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
大
事

　
　
　

楽
し
く
て
安
ら
げ
る
家
庭
に
し
た
い

　７月10日、長野県19市助役・総務担当部長会議を
アップルシティーなかのにおいて開催しました。
　当日は各市の助役や総務担当部長のほか、県市町村
チームや市長会事務局の方々が集まり、地方鉄道の存
続に係る国の支援充実や、松くい虫被害への広域的対
策と補助制度の拡充など13議題について審議をしまし
た。また、市長会事務局から市長会総会の審議事項に
ついて説明などがあったほか、県の消防・医療・建築
まちづくりチームの各チームリーダーから県の施策に
関する説明もありました。なお、この会議は県内の市
が持ち回りで開催しており、来年度は駒ヶ根市で開か
れる予定です。
　会議終了後は日本土人形資料館を視察していただき、
中野土人形をはじめ、全国各地の土人形の魅力を堪能
していただきました。

新
婚
さ
ん
募
集
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
へ
！　
�
２
２
―
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

助役 ・ 総務担当部長会議を開催しました
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公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水

の
区
域
外
に
あ
る
一
般
住
宅
を
対

象
に
、
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
６
月
１
日
よ
り
補
助

金
額
が
改
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

改
定
後
補
助
金
額

参
加
資
格　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
し
て
い
る
方
（
２
種
目
ま
で

出
場
可
能
）

参
加
料　

小
学
生
２
０
０
円
、
中

学
生
３
０
０
円
、
一
般
５
０
０
円

（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
を
含
み

ま
す
）

申
込
期
限　

８
月
７
日�

　

あ
な
た
の
周
り
に
あ
る
す
ば
ら

し
い
建
築
物
や
、
道
沿
い
を
彩
る

花
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い
る
団

体
や
個
人
、
そ
し
て
大
切
に
伝
え

た
い
景
観
を
撮
影
し
た
写
真
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

応
募
部
門　

①
建
築
部
門

②
花
づ
く
り
緑
化
部
門

③
景
観
写
真
部
門

応
募
期
限　

９
月
８
日�

応
募
方
法　

広
報
な
か
の
６
月
号

に
挟
み
込
み
ま
し
た
応
募
用
紙

（
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
よ

り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

表
彰
等　

受
賞
者
に
賞
状
お
よ
び

記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
（
建

築
部
門
の
設
計
者
、
施
工
者
に
は

賞
状
の
み
と
な
り
ま
す
）。
ま
た
、

受
賞
作
品
の
他
薦
者
に
は
粗
品
を

進
呈
い
た
し
ま
す
。

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

　

今
回
の
読
み
聞
か
せ
は
『
も
の

ぐ
さ
ト
ミ
ー
』
と
『
音
の
な
い
川
』

で
す
。
ま
た
、
工
作
で
は
『
ブ
ー

メ
ラ
ン
』
を
作
り
ま
す
。
そ
の
他

お
父
さ
ん
の
読
み
聞
か
せ
や
、
参

加
型
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日　

８
月　

日�
19

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

第
４
回
キ
ッ
ズ
・

え
ほ
ん
☆
か
い

 （
絵
本
読
み
聞
か
せ
会
）

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

・
５
人
槽　
　

万
３
千
円

36

・
６
〜
７
人
槽　
　

万
千
円

44

・
８
人
槽
以
上　
　

万
６
千
円

57

※
平
成　

年
度
ま
で
は
右
記
の
金

21

額
に
加
え
て
、
さ
ら
に　

万
円

10

の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

期
日　

８
月　

日�
20

時
間　

午
前
８
時　

分
集
合
（
受

50

付
開
始
は
午
前
８
時　

分
）、
午

20

前
９
時
開
会
、
午
前
９
時　

分
競

30

技
開
始
、
午
後
２
時
閉
会
予
定

会
場　

中
野
市
民
プ
ー
ル

競
技
種
目　

小
学
生
低
学
年
の
部

（
１
〜
４
年
）、
小
学
生
高
学
年

の
部
（
５
・
６
年
）、
中
学
生
の
部
、

一
般
の
部　

※
そ
れ
ぞ
れ
男
女
別

国民年金保険料は納期限までに

浄
化
槽
設
置
事
業

補
助
金
額
の
改
定

環
境
課
衛
生
係 （
内
線
２
４
５
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係 （
内
線
１
３
５
）

�

中
野
市
景
観
賞

作
品
募
集

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係（
内

線
２
７
３
）ま
た
は
豊
田
支
所

建
設
課
建
設
係
（
内
線
１
５
３
）

�

●納期限は翌月末日
　国民年金保険料は翌月の末日が納期限となっています。納め
忘れがあると、65歳から生涯受けられる「老齢基礎年金」や病
気やケガで障害が残った場合に受けられる「障害基礎年金」な
どを受けられない場合があります。納期限までに納めましょう。
●納め方はいろいろ
　保険料は、毎年４月に送られる「国民年金保険料納付案内書」
（納付書）により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストア
の窓口で納めます。また、インターネット等も利用できます。
●口座振替にすると
　お忙しい方には、手間が省け、納め忘れの心配もない口座振
替のご利用をおすすめします。希望される方は、金融機関窓口
や市役所、社会保険事務所へお申し込みください。手続きには、
納付書または年金手帳・預貯金通帳・口座届出印が必要です。
　また、保険料が毎月50円割り引かれる 「早割」 （当月末振替）が
お得です。初回は、前月分と当月分の２カ月分の振替となります。
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）・豊田支所市民
環境課市民環境係（内線１３３）または長野北社会保険事務所
（�０２６（244）４１００）

第
２
回
市
民
水
泳
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�
３
５
７
２

�

会
場　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講
演　

お
は
な
し�
び
っ
く
り
ば
こ

費
用　

無
料

　

第　

回
国
民
体
育
大
会
へ
の
出

61

場
権
を
か
け
て
、
北
信
越
５
県
の

代
表
チ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
る
熱
戦

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月　

日�
午
前
９
時

27

会
場　

中
野
市
民
体
育
館

第　

回
北
信
越
国
民

27
体
育
大
会 （
剣
道
競
技
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�
３
５
７
２

�

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　道路は、私たちの毎日の生活を支える欠くこ
とのできない基本的な社会資本です。しかし、
あまりにも身近な存在であるため、その重要性
が見過ごされがちです。
　この「道の日」を契機に、道の大切さについ
てもう一度見直してみませんか。
　
制定の由来

　大正９年８月10日に、国で最初の道路整備に
関する長期計画（第１次道路改良計画）が実施
されたことと、「道路をまもる月間」の期間が８
月中であったことから、昭和61年に制定されま
した。

８月10日は

「道の日」
です！
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地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を

招
き
、
学
年
単
位
で
「
学
習
講
座
」

を
設
定
し
、
生
徒
、
保
護
者
、
地

域
の
皆
様
が
自
由
に
授
業
を
観
た

り
、
参
加
し
て
い
た
だ
く
自
由
参

観
日
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

９
月
９
日�

時
間　

午
前
８
時　

分
〜　

時　

分

50

11

10

場
所　

南
宮
中
学
校
教
室
棟

内
容　

●
１
学
年
…
福
祉
講
座
（
７
講
座

７
教
室
を
予
定
）

●
２
学
年
…
伝
統
工
芸
、
食
べ
物

講
座（　

講
座　

教
室
を
予
定
）

10

10

●
３
学
年
…
先
輩
の
話
を
聞
く
会

（　

校　

名
を
予
定
）

10

10

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

千
曲
川
・
犀
川
流
域
の
川
の
あ

る
風
景
、
川
と
暮
ら
し
、
川
づ
く

り
、
川
遊
び
等
、
川
を
主
題
と
し

た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
絵
と
作
文
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

テ
ー
マ　
「
川
と
私
た
ち
」

　

応
募
資
格　

小
・
中
学
生

●
俳
句
・
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル

　

テ
ー
マ　
「
川
と
生
活
」

●
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル

　

テ
ー
マ　
「
川
と
生
活
」

応
募
締
切
日　

９
月　

日�
11

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

㈱
な
が
の
ア
ド
・
ビ
ュ
ー
ロ
本
社

内「
千
曲
川
・
犀
川
ふ
れ
あ
い
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
係

�
０
２
６ （　

） ８
０
６
０

224

申
込
期
限　

８
月　

日�
ま
で

18

対
象
者　

全
日
程
に
参
加
で
き
、

　コンポスト化施設により製造した肥料な
かの「おすみちゃん」の販売があります。
皆さんぜひご利用ください。
８・９月の販売日
８月23日�、30日�
９月６日�、13日�、17日�、27日�
販売価格（税込み）
１袋（15㎏）200円、バラ(300kg)1,500円、
バラ(500kg)2,500円
※バラは予約制となります。販売日の10日
　前までに必ず予約をしてください。
販売場所　中野浄化管理センター
　　　　（中野市大字江部511番地）
販売時間　午前９時から正午まで
問い合わせ先
上下水道課下水道係（内線２８３）または
豊田支所上下水道係（内線１６３）

 なかの 「おすみちゃん」 販売
終
了
後
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
で
き
る
方
、
概
ね　

名
20

 （
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

申
込
先　

北
信
保
健
所
中
野
支
所

日
程　

全
５
日
間
（
８
月　

日
〜

25

９
月　

日
の
間
）

11

場
所　

長
野
県
飯
山
庁
舎（
講
義
）、

近
隣
の
授
産
施
設
（
実
習
）

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で

す
。
感
電
災
害
は
夏
季
に
集
中
し

て
発
生
し
ま
す
。
夏
は
汗
を
か
き

や
す
く
、
皮
膚
の
露
出
部
分
が
多

く
な
り
、
ま
た
疲
労
か
ら
注
意
力

が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の

点
か
ら
毎
年
８
月
を
「
電
気
使
用

安
全
月
間
」
と
し
て
、
経
済
産
業

省
の
主
唱
の
も
と
に
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

感
電
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、

電
気
は
安
全
に
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

　

電
気
の
相
談
は
、
中
野
事
業
所

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
園
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

憩
い
の
場
と
し
て
散
歩
や
遊
び
な

ど
に
利
用
す
る
場
所
で
す
。

　

最
近
、
公
園
で
危
険
な
行
為
や

迷
惑
行
為
が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

　

モ
ラ
ル
を
守
り
安
全
で
楽
し
い

公
園
と
な
る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
連
携

自
由
参
観
日

南
宮
中
学
校

�
２
３
６
５

�

�
中
部
電
気
保
安
協
会
中
野

事
業
所�
５
６
４
９

� 電
気
は
正
し
く

安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う

公
園
利
用
の
注
意

都
市
計
画
課
街
路
公
園
係

（
内
線
２
７
０
）

�

ク
ー
ル
ビ
ズ
で
快
適
生
活

　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た

め
に
、
夏
の
エ
ア
コ
ン
の
温

度
設
定
を　

℃
に
。
そ
ん

28

な
オ
フ
ィ
ス
で
快
適
に
過
ご
す

た
め
に
、
環
境
省
で
は
夏
の

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
上
着

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
提
唱
し
て

い
ま
す
。

「
ビ
ズ
」
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
意

味
で
、
夏
を
涼
し
く
過
ご
す

た
め
の
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

ス
タ
イ
ル
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ネ
ク
タ
イ
と
上
着
を
脱
げ

ば
、
体
感
温
度
で
な
ん
と
２

℃
の
差
が
出
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
く
、
エ
ア

コ
ン
で
寒
が
る
女
性
に
も
や

さ
し
い
、
日
本
の
夏
の
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
と
し

て
、
そ
の
普
及
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

ク
ー
ル
ビ
ズ
で
暑
い
夏
を

快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
庭
で
も
軽
装
に

努
め
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

省
エ
ネ
し
ま
し
ょ
う
！

★
冷
房
は
、
室
温　

℃
を
目

28

安
に
温
度
調
節
を
し
ま

し
ょ
う
。

★
冷
房
機
器
は
、
不
必
要
な

つ
け
っ
ぱ
な
し
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
冷
蔵
庫
の
庫
内
は
季
節
に

あ
わ
せ
て
温
度
調
節
を
行

い
、 整
理
整
頓
し
ま
し
ょ
う
。

★
電
気
ポ
ッ
ト
な
ど
の
電
気

製
品
を
長
時
間
使
用
し
な

い
時
に
は
、
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

シリーズ
地球温暖化防止⑤

千
曲
川
・
犀
川

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

千
曲
川
河
川
事
務
所
総
務
課

０
２
６ （　

） ７
６
１
１

227

�

精
神
保
健

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の

受
講
者
募
集

北
信
保
健
所
中
野
支
所

�
３
１
８
５

�
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常
設
展
「
日
本
と
外
国�
―
そ

れ
ぞ
れ
の
光
景
―
」

９
月　

日�
ま
で

18

※
収
蔵
版
画
の
中
か
ら
、
日
本

と
外
国
の
風
景
が
描
か
れ
た

作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

昔
懐
か
し
電
気
製
品
展

８
月
９
日�
〜　

日�
21

自
慢
の
写
真
展

８
月　

日�
〜
９
月
３
日�

23

企
画
展
「
山
田
家
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
〜
江
戸
時
代
の
文
人
画
家
〜
」

８
月
４
日�
〜
９
月　

日�
24

※
山
田
家
が
所
蔵
す
る
貴
重
な

文
化
財
の
中
か
ら
江
戸
時
代

末
期
に
活
躍
し
た
文
人
画
家

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

中
野
小
学
校
旧
校
舎 
・

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
民
俗
資
料
館

中
野
陣
屋 
・ 

       
県
庁
記
念
館

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談

毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談

毎月第１・３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市社会福祉協議会
� ２６－３１１１

毎月第２・４木曜日
13：30～15：30心の広場相談

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)９月11日�
13:00 ～16:00

行政相談所
豊田支所相談室
( 内線 116)

(豊田地域)９月11日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00

女性相談窓口
(面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市子ども相談室
� ２２－２１１１
( 内線 278)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども相談室

� ２３ － ３１９１
(市子ども相談室)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども電話相談３１９１

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

南宮庁舎職業相談室
(�２ ３ － ４７１０）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程 期

日　

９
月
２
日�

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時　

分
30

場
所　

市
民
会
館　

号
会
議
室

41

講
演
（
演
題
）

『
精
神
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
正

し
い
理
解
の
た
め
に
―
統
合
失
調

症
の
当
事
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

講
師　

石
山
勲
さ
ん

▼
公
共
施
設
へ
の
展
示
の
た
め
、

　

墨
絵
（
花
の
時
）〈
赤
岩
・

田
中
ゆ
き
ひ
と
様
〉

▼
文
化
芸
術
振
興
の
た
め
、

　

現
金
１
万
６
４
３
円
〈
中
野

市
婦
人
模
擬
議
会
Ｏ
Ｇ
会

様
〉

▼
日
本
土
人
形
資
料
館
の
充
実

の
た
め
、

　

三
次
人
形　

点
〈
広
島
県
三

10

次
市
・
丸
本　

様
〉

▼
一
本
木
公
園
整
備
の
た
め
、

　

現
金
２
万
円
〈
㈲
中
野
交
通

警
備
様
〉

▼
市
収
蔵
絵
画
作
品
の
充
実
の

た
め
、

　

油
絵
５
点
〈
一
本
木
・
山
田

晃
様
〉

▼
公
共
施
設
設
置
及
び
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
へ
の
対
応
の
た
め
、

　

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
） １
台
〈
田
麦
・
大
塚
一

夫
様
、
大
塚
一
夫
後
援
様
〉

▼
児
童
（
豊
井
小
学
校
）
の
育

成
の
た
め
に
、
図
書　

冊
45

〈
替
佐
子
ど
も
育
成
会
様
〉

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
場
と
し
て
、
相
互
交
流

を
深
め
た
り
健
康
で
豊
か
な
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
に
役
立
て

る
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
　

月　

日�

10

29

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

平
成　

年
６
月　

日
か
ら

18

24

７
月　

日
ま
で

21

県
民
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
者
募
集

県
教
育
委
員
会
事
務
局
内
実
行
委
員

会
事
務
局
０
２
６ （　

） ７
４
４
９

235

�

会
場　

松
本
平
広
域
公
園
他

種
目　

①
競
技
の
部
（　

種
目
）

14

②
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
の
部
（
６

種
目
）

申
込
期
限　

９
月　

日�
15

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.nagano.jp/kyouiku

/taiiku/kenspo2006.htm

　

広
報
な
か
の
７
月
号
の　

ペ
ー

24

ジ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の

精
神
保
健
福
祉
を

考
え
る
つ
ど
い

中
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
３
１
１
１ 

�

と
お
り
訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。

　

厚
貝
区
の
説
明
文
中
、「
桜
祭

り
や
春
祭
り
の
ほ
か
、
区
内
の
名

所
巡
り
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
が

あ
り
ま
す
」
と
あ
る
の
は
、「
春
祭

り
や
そ
ば
打
ち
体
験
の
ほ
か
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
」

の
誤
り
で
す
。

訂
正
と
お
わ
び
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旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
方
、
終
戦

に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引

き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
方
に
内
閣
総

理
大
臣
の
書
状
等
を
贈
呈
し
て
お

り
ま
す
。
請
求
書
類
は
、
福
祉
課

の
窓
口
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

※
資
格
要
件
等
の
詳
細
は
、
直
接

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
障
害
者
文
化
芸
術
祭
が

次
の
と
お
り
開
催
す
る
の
に
伴
い
、

展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

②
写
真
部
門

・
高
校
生
以
下
の
部

・
一
般
の
部

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

防
衛
庁
で
は
、
自
衛
官
等
を
募

集
し
ま
す
。

　

出
品
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福

祉
課
障
害
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程　

９
月　

日�
〜　

日�

16

18

場
所　

長
野
県
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
」

　

部
落
解
放
基
本
法
制
定
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
の

人
権
政
策
確
立
を
目
指
し
て
、
中

高
地
区
総
決
起
大
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

９
月
１
日�

時
間　

午
後
６
時　

分
か
ら

30

場
所　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

講
演
（
演
題
）

い
ま
、
同
和
教
育
に
問
わ
れ
て
い

る
こ
と
―
「
教
育
不
平
等
」
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
―

講
師　

京
都
教
育
大
学

　

教
員　

外
川
正
明
さ
ん

　

広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
、

そ
し
て
終
戦
か
ら　

周
年
を
迎
え

61

る
終
戦
日
に
、
原
爆
や
戦
争
に

よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
め

い
福
と
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈

念
す
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
に

よ
り
１
分
間
の
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。

日
時

８
月
６
日�
午
前
８
時　

分
15

８
月
９
日�
午
前　

時
２
分

11

８
月　

日�
正
午

15

　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
を
テ
ー
マ

と
し
た
絵
画
、
写
真
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
期
限　

８
月　

日�
ま
で

31

応
募
先　

長
野
県
企
画
局
交
通
政

策
チ
ー
ム

〒　
―　

（
住
所
記
載
不
要
）

380
8570

募
集
区
分

①
絵
画
部
門

・
小
学
３
年
生
以
下
の
部

・
小
学
４
年
生
以
上
の
部

・
中
学
生
の
部

平
和
祈
念
の
黙
と
う

庶
務
課
庶
務
文
書
係

（
内
線
２
１
１
）

�

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
て
い

る
以
外
の
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
７
月　

日
現
在
で
掲
載
）

18

★
バ
ッ
ト （
子
供
用
）★
ベ
ッ
ド

★
ロ
ー
ラ
ー
ブ
レ
ー
ド
★
オ
ル

ガ
ン
★
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★
大
人

用
三
輪
車
★
自
転
車
★
味
噌
桶

★
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
★
子
供
服

★
足
踏
み
ミ
シ
ン
★
三
味
線
★

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
★
ガ
ス
コ
ン
ロ

★
歩
行
器 （
子
供
用
）★
小
引
き

�
ゆ
ず
り
ま
す

出
し
★
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア

ノ
★
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
セ
ッ
ト

★
五
月
人
形
★
お
む
つ
カ
バ
ー

★
応
接
間
セ
ッ
ト
★
パ
ソ
コ
ン

用
プ
リ
ン
タ
ー
・
ス
キ
ャ
ナ
ー

★
ラ
ジ
カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

★
ソ
フ
ァ
ー
★
三
味
線
★
電
動

車
イ
ス
★
車
イ
ス
★
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト
★
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
★
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
★
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
★
か
ん
じ
き
★
コ

ン
ビ
ラ
ッ
ク
★
カ
ー
オ
ー
デ
ィ

オ
★
食
器
棚
★
介
護
用
電
動

ベ
ッ
ド
★
こ
た
つ
セ
ッ
ト
★
カ

ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
★
窓
用
ク
ー
ラ
ー

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

長
野
県
障
害
者

文
化
芸
術
祭

展
示
作
品
募
集

福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
内
線
２
９
４
）

� 恩
給
欠
格
者
、

引
揚
者
の
皆
様
へ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
基
金
０
１
２
０ （　

） ９
３
３

234

�

部
落
解
放 
・ 
人
権
政
策

確
立
要
求
中
高
地
区

総
決
起
大
会

人
権
政
策
課
調
整
係

（
内
線
２
４
６
）

�

夏
休
み
！

信
州
ま
つ
も
と
空
港

の
絵
画
・
写
真
募
集

信
州
ま
つ
も
と
空
港
利
用
促
進

協
議
会
０
２
６ （　

） ７
０
１
９

235

�

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
長
野
地
方
連
絡
部
長
野
募

集
事
務
所
０
２
６ （　

） ６
０
２
６

235

�

受験資格募集種目
高卒 （見込含）
21歳未満の者航空学生

18歳以上　　
24歳未満の者一般曹候補学生

18歳以上　　
27歳未満の者

曹候補士
10月
採用

２等陸・
海・空
士（男
子）

３・４
月採用

２等陸・海・
空士（女子）

　パロマ工業㈱が昭和55年４月か

ら平成元年７月までに製造した半

密閉式ガス瞬間湯沸器で、昭和60

年からこれまでの間に18件の一酸

化炭素中毒事故が発生し、死亡者

も発生しています。

　該当する７機種の型式について

は、PH－81F、PH－82F、PH-101F、

PH-102F、PH-131F、PH-132F、PH-

161Fです。

該当する製品はパロマ工業㈱によ

り、点検・改修等実施されます。

問い合わせ先

市民課生活交通安全係（内線２３８）

パロマ工業㈱製
瞬間湯沸器について
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中野市健康長寿課
　　   子 育 て 課
豊田支所健康福祉課
　　 　  子 ど も 課

育児教室
日　本　脳　炎

※集団での予防接種を見合わせてい
　るところです。再開することとしま
　したら、お知らせいたします。なお、
　流行地域へ渡航される予定がある
　など、心配な点がある方はご相談く
　ださい。

心の健康相談

乳幼児健康診査

市の人口市の人口
（平成18年７月１日現在） （平成18年７月１日現在）

人　口　４６,４６７人（－ 7）
　男　　２２,４６１人（＋ 3）
　女　　２４,００６人（－10）
世帯数　１４,６５８戸（＋14）

乳幼児健康診査
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

18年４月生まれ８月22日�

３か月
健 診

17年12月生まれ８月23日�７か月
健 診

17年１月生まれ８月25日�
１歳 
６か月
健 診

16年７月生まれ８月21日�２ 歳
健 診

15年７月生まれ８月24日�３ 歳
健 診

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

　ボウケンジャーとウルトラマ
ンが好きな男の子です。食べ物
はスイカとブドウが大好物。思
いやりがあって、元気にまっす
ぐ育ってほしいと思います。
(徳武英明・美由紀さん 竹原)

徳武 拓 実   くん （３歳１か月）
たく み

（ ）は前月１日比 （  ） は前月１日比

　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。
子供―こだわりが強い、登校拒否など
大人―イライラ、不眠、物忘れなど
期日／９月21日�
時間／午後２時～４時
会場／中野保健センター
費用／無料
※事前に予約が必要です。相談を希
　望される方は、９月19日�までに
　健康長寿課へお申し込みください。

　赤ちゃんと遊んだり、育児につい
て学び、話し合う教室です。
期日／９月７日�
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食について

いきいき健診結果相談会
　今年の検診結果はいかがでしょう
か？
　この機会に、自分のからだと生活
習慣病について考えてみましょう。
期間／８月～10月末
会場／各地区の公会堂などを予定    
　　　（日程等の詳細については、
　　　健診結果のお知らせ通知と一
　　　緒にご案内します）
内容／①検診結果から、自分のから
　　　　だの状態を知る
　　　②食事や運動等についての相談
対象／いきいき健診受診者（特に、
　　　結果の判定で要指導、要医療
　　　の方は、ぜひお越しください）
持ち物／健診結果のお知らせ通知一式

�22－2111 内線242
�22－2111 内線356
�38－3111 PHS6120
�38－3111 PHS6118

休日診療所：中野保健センター�23－2255 
休日当番薬局携帯電話　�090-4125－8402 

　(ともに ９ 時～17時。日・祝日のみ) 

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
　ください。

  麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）　　

第１期＝生後12～24か月未満　
第２期＝５歳以上７歳未満の方
　　　　 で、就学前の１年間（保
　　　　 育園、幼稚園の年長児）
※予防接種法の一部改正により、
　麻しん・風しんの単独ワクチン
接種済みの幼児にも、第２期と
して麻しん・風しん混合ワクチ
ンを接種できるようになりま
した。
※毎月実施していますので、接種
　される前月に実施医療機関へ
　予約してください。（無料）

対 
象 
・ 
接 
種 
方 
法

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票

ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

期日／８月22日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成18年４月生まれ
※３か月健診時に行います。

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)

受付時間／午後１時～１時50分

<中野保健センター>
９月４日�…日野、延徳、平野
    ５日�…中野
　　６日�…高丘、長丘、平岡、科野、倭

１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　（３～８週間隔で３回
　　　　　接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（初回終了後12～18
　　　　　か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対 
象
・
接 
種 
方 
法











　

ま
た
暑
い
季
節
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。
月
日
の
経
つ
の
は
早

い
も
の
で
気
が
付
く
と
今
年
も

折
り
返
し
点
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

今
年
は
ス
ポ
ー
ツ
好
き
に
は

た
ま
ら
な
い
半
年
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
二
月
に
イ
タ
リ

ア
・
ト
リ
ノ
に
て
開
催
さ
れ
た

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
大
会
前
の
前
評

判
で
は
複
数
の
メ
ダ
ル
も
期
待
で
き
る

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
実
際
は
な
か
な

か
メ
ダ
ル
に
手
が
と
ど
か
な
く
、
半
ば

諦
め
か
け
た
大
会
終
盤
、
女
子
フ
ィ
ギ

ュ
ア
荒
川
静
香
選
手
の
金
メ
ダ
ル
と
い

う
快
挙
に
国
中
が
沸
き
立
っ
た
事
。

　

そ
の
感
動
覚
め
や
ら
ぬ
三
月
、『
王
ジ

ャ
パ
ン
』
が
Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
で
ア
マ
チ
ュ

ア
最
強
の
キ
ュ
ー
バ
を
破
っ
て
「
世
界

一
」
と
な
り
、
見
事
初
代
王
座
に
輝
い

た
事
。
特
に
今
大
会�
奇
跡
の
逆
転�

と
呼
ば
れ
、
予
選
リ
ー
グ
で
二
度
も
韓

国
に
敗
れ
、
予
選
敗
退
寸
前
メ
キ
シ
コ

が
米
国
に
勝
利
し
た
お
か
げ
で
準
決
勝

に
進
出
す
る
こ
と
が
で
き
、韓
国
に�
三

度
目
の
正
直�
で
勝
利
し
た
。
そ
れ
も
、

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
が
始
ま
る
と
遠
い
出
来

事
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
日
々
で
し
た
。

『
ジ
ー
コ
ジ
ャ
パ
ン
』
は
健
闘
む
な
し

く
、
一
次
リ
ー
グ
敗
退
と
い
う
残
念
な

結
果
と
な
り
ま
し
た
。『
新
生
オ
シ
ム
ジ

ャ
パ
ン
』
に
は
二
〇
一
〇
年
南
ア
フ
リ

カ
大
会
に
向
け
、
是
非
頑
張
っ
て
活
躍

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

　

（
Ｙ
・
Ｏ
）
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夏
の
祈
り

　

本
格
的
な
夏
で
す
。

　

毎
年
恒
例
の
甲
子
園
の
季
節
。

　

汗
と
泥
に
ま
み
れ
ひ
た
む
き
に

　

白
球
を
お
い
つ
づ
け
る
甲
子
園
球
児
た
ち
。

　

見
て
い
る
と
自
分
の
人
生
と
ダ
ブ
る
よ
う
で
す
。

　

若
い
人
た
ち
に
、

　

夏
の
雲
の
よ
う
に
強
く
大
き
く

　

成
長
し
て
く
れ
と
祈
り
た
く
な
り
ま
す
。

夏の日差しをたっぷりあびて
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●
緊
張
の
初
日

　

六
月
二
十
八
日
、
夕
方
の
六
時
三

〇
分
。
一
日
の
仕
事
を
終
え
て
、
包

丁
や
タ
ッ
パ
ー
、
身
支
度
の
エ
プ
ロ

ン
の
入
っ
た
袋
を
も
っ
た
十
五
人
の

受
講
生
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
四
〇
代

か
ら
七
〇
代
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の

受
講
生
の
ほ
と
ん
ど
が
料
理
初
体
験
。

初
め
て
挑
戦
す
る
期
待
と
不
安
と
が

絡
み
合
い
、
そ
の
表
情
は
小
学
校
に

入
学
す
る
新
一
年
生
の
よ
う
に
初
々

し
い
。

　

ま
ず
畳
の
間
で
エ
プ
ロ
ン
と
三
角

巾
で
身
支
度
を
整
え
、
い
ざ
調
理
場

へ
。
グ
ル
ー
プ
は
、
三
人
ず
つ
五
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ま
し
た
。
講

師
に
対
し
、
ク
ラ
ス
長
の
「
お
願
い

し
ま
す
」
と
い
う
き
び
き
び
と
し
た

号
令
で
料
理
教
室
の
初
日
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

●
い
よ
い
よ
本
番

　

講
師
の
出
川
茂
夫
先
生
は
、
東
京

の
料
理
店
で
約
二
〇
年
間
板
前
修
業

を
積
ん
だ
後
、
生
ま
れ
故
郷
の
中
野

の
地
で
割
烹
店
を
約
二
〇
年
経
営
し

た
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
。
そ
の
上
、
ハ

ン
サ
ム
。
教
室
で
は
、
受
講
生
に
懇

切
丁
寧
な
指
導
で
、
す
ぐ
に
打
ち
解

け
、
す
で
に
何
回
か
教
室
を
重
ね
た

よ
う
な
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

「
今
日
は
、
旬
の
ア
ジ
を
三
枚
に

お
ろ
し
、
た
た
き
と
酢
じ
め
、
ム
ニ

エ
ル
を
覚
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
最

初
に
三
枚
お
ろ
し
を
し
て
ア
ジ
の
た

た
き
を
つ
く
り
ま
す
。
注
意
す
る
こ

と
は
、
ま
な
板
と
魚
を
い
つ
も
き
れ

い
に
す
る
こ
と
。
ま
な
板
を
い
つ
も

拭
い
て
く
だ
さ
い
。
き
れ
い
で
な
け

れ
ば
上
手
に
つ
く
れ
ま
せ
ん
」「
頭
を

右
に
こ
う
や
っ
て
、
こ
う
し
て
切
り

落
と
し
…
」
と
、
丁
寧
に
手
順
を
説

明
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
れ
を
見

て
、
受
講
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
調
理
台

で
見
よ
う
見
ま
ね
で
実
践
。「
も
う
忘

れ
ち
ゃ
っ
た
。
う
ま
く
ね
え
な
ぁ
」

と
独
り
言
。
す
る
と
、
隣
の
人
が
手

順
を
教
え
て
く
れ
る
。
同
じ
不
安
な

初
心
者
同
士
、
す
で
に
学
友
の
友
情

が
芽
生
え
て
い
る
。
こ
の
殺
伐
と
し

た
時
代
に
、
こ
ん
な
光
景
は
実
に
う

る
わ
し
く
映
り
ま
し
た
。

　

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
構
造
を
考
え
る
と
、
お
父
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
包
丁
を
も
て
た
ら
ど
ん
な
に
家
族
が

助
か
る
だ
ろ
う
な
。
夫
婦
円
満
、
そ
し
て
何
よ
り
も
生

き
が
い
に
も
な
る
だ
ろ
う
な
。」
そ
ん
な
思
い
か
ら
、

豊
田
公
民
館
の
成
人
・
高
齢
者
教
室
「
お
父
さ
ん
・
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
料
理
教
室
」（
六
月
二
十
八
日
か
ら
九
月

二
〇
日
、
全
四
回
）
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

講師（写真左から２人目）の包丁さばきに一同感心講師 （写真左から２人目） の包丁さばきに一同感心

豊田公民館 講座レポート
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「
よ
ろ
よ
ろ
し
ち
ゃ
っ
た
。
包
丁

の
せ
い
じ
ゃ
な
い
か
？
」
そ
れ
を
聞

い
た
先
生
。「
ど
の
包
丁
で
も
い
い
か

ら
、
も
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
私
が

や
っ
て
み
る
か
ら
」
先
生
が
使
う
と

魔
法
の
よ
う
に
よ
く
切
れ
る
。「
そ
う

か
包
丁
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
の
か
」
と

一
同
納
得
。

　

「
美
味
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
何
が
い

け
な
い
ん
だ
」
そ
れ
ぞ
れ
が
悪
戦
苦

闘
。
先
生
が
、
ち
ょ
っ
と
手
を
加
え

て
く
れ
る
と
、
魚
が
見
違
え
る
よ
う

に
生
き
い
き
美
し
く
な
る
。「
三
日
続

け
て
や
れ
ば
、
う
ま
く
な
る
よ
」
と
、

そ
っ
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
先
生
の
優
し

い
言
葉
。

　

続
い
て
、
ム
ニ
エ
ル
の
つ
く
り
方

に
進
み
ま
し
た
が
時
間
が
押
し
て
し

ま
っ
た
た
め
、
さ
っ
と
お
手
本
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
先
生
の
つ
く
っ
た
ム
ニ

エ
ル
を
試
食
。
そ
の
味
の
美
味
し
い

こ
と
！ 
思
わ
ず「
缶
ビ
ー
ル
が
あ
れ

ば
な
…
」
と
は
受
講
生
の
感
想
。

●
受
講
生
の
顔

　

受
講
生
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
料

理
教
室
に
参
加
し
た
理
由
を
お
聞

き
す
る
と
、「
老
後
、
何
が
あ
っ

て
も
自
立
し
て
い
け
る
よ
う
に
」

「
釣
り
が
好
き
で
、
し
っ
か
り
料

理
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」「
孫

が
帰
っ
て
き
た
と
き
に
、
カ
レ
ー

だ
け
で
な
く
、
他
の
料
理
を
つ
く

っ
て
あ
げ
た
い
か
ら
」
な
ど
な
ど
。

実
習
中
、
皆
さ
ん
手
は
お
ぼ
つ
き

ま
せ
ん
が
、
夢
中
に
な
っ
て
調
理

さ
れ
て
い
る
姿
が
印
象
的
。

　

受
講
生
を
よ
く
見
る
と
、
三
つ

の
タ
イ
プ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

一
つ
目
は
、
没
頭
型
。
次
の
ア

ジ
の
酢
じ
め
の
つ
く
り
方
の
説
明

に
入
っ
て
も
、
そ
ち
ら
に
は
目
も

く
れ
ず
、
納
得
の
い
か
な
い
三
枚

お
ろ
し
を
黙
々
と
続
け
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
先
取
り
型
。
他
人

に
目
も
く
れ
ず
、
次
々
と
先
生
に

質
問
し
て
技
術
を
習
得
し
、
遅
い

と
ば
か
り
に
次
の
メ
ニ
ュ
ー

を
待
っ
て
い
る
。

　

三
つ
目
は
、
気
配
り
型
。

仲
間
の
手
さ
ば
き
に
チ
ラ
ッ

と
目
を
や
り
、
間
違
っ
て
い

る
と
教
え
、
仲
間
と
い
っ
し

ょ
の
ペ
ー
ス
で
進
む
。

　

個
性
的
な
十
五
人
の
受
講

生
の
面
々
。

●
初
日
を
終
え
て

　

無
事
、
第
一
回
目
の
教
室

が
終
了
。
皆
さ
ん
、
思
い
ど

お
り
に
は
う
ま
く
で
き
な
か

っ
た
様
子
で
し
た
が
、
満
足

そ
う
な
表
情
。
自
分
で
包
丁

を
握
っ
て
、
な
ん
と
か
や
れ

た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

さ
わ
や
か
な
声
で
終
わ
り

の
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
次
回

に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
帰
路

に
つ
く
受
講
生
の
皆
さ
ん
の

顔
が
凛
々
し
か
っ
た
。

◆
◆
◆ 

受
講
生
の
声 
◆
◆
◆

●
や
れ
そ
う
だ
。
三
枚
お
ろ
し
は
難
し
か
っ
た
が
、

感
じ
が
つ
か
め
て
や
れ
そ
う
だ
。
先
生
が
ざ
っ
く

ば
ら
ん
で
、
素
人
の
ペ
ー
ス
に
あ
わ
せ
て
く
れ
て

楽
し
く
で
き
た
。

●
年
齢
幅
が
広
く
て
、
思
っ
た
よ
り
大
勢
で
ビ
ッ
ク

リ
。
面
白
い
仲
間
が
で
き
た
。

●
参
加
者
を
見
て
、
こ
れ
だ
け
男
性
も
調
理
が
必
要

と
さ
れ
る
時
代
な
ん
だ
と
痛
感
し
た
。

●
終
わ
り
に
ど
う
に
か
う
ま
く
な
り
、
う
れ
し
か
っ

た
。
年
配
者
に
も
っ
と
多
く
来
て
ほ
し
い
。
も
っ

た
い
な
い
。
と
て
も
励
み
に
な
る
。

●
公
民
館
の
活
動
に
感
謝
で
す
。
こ
う
い
う
計
画
が

な
く
ち
ゃ
で
き
な
い
。
公
民
館
活
動
が
多
岐
に
わ

た
り
、
職
員
の
皆
さ
ん
は
大
変
だ
が
、
こ
れ
か
ら

公
民
館
で
何
が
計
画
さ
れ
る
か
楽
し
み
で
す
。
公

民
館
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジのののののののののののののののののののののののののの料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピアジの料理３品レシピ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

� アジは、尾の方から頭に向けてゼイゴをそぎ取る。
� アジの頭を左側にして頭を切り落とす。
� 腹を開き、腸をきれいに取り除く。
� 腸を取ったアジをきれいに水洗いし、水分を拭き取る。
� 頭の方を右側に置き、腹の方からしずかに骨の上に包
丁を身の半分くらいまで入れ、向きを変え、尾の方か
ら包丁を入れおろす。

� 二枚におろしたアジを(5)のようにして三枚にする。
� 三枚にしたアジの腹骨をそぎ取り、中骨を骨抜きで
　 きれいに取り除く。
� アジの皮は頭の方に少し包丁を入れ、包丁の背で押す
ようにして取り除く。

� きれいになった身を細かく切り、万能ねぎ、青じその
みじん切りと混ぜる。

� 大根のツマをつくり、青じそを置き、切ったアジを盛
り付け、おろし生姜をそえて食べる。

� 上記Ａの�～�の処理したアジに塩を少々ふり、30
分くらいおく。

� �のアジを水洗いし、水分をよく拭き取る。
� 酢７に水３くらいを入れて、30分から１時間くらい
漬け込む。

� アジを取り出し、汁気をよく拭き取り、頭の方から手
で皮を取り、食べやすい大きさに切り、大根のツマを
つくり盛り付け、おろし生姜で食べる。

� 上記Ａの�～�の処理したアジに塩少々をふり、10分
くらいおき、塩がまわったアジの水分をよく拭き取る。

� 小麦粉にカレー粉を少々混ぜ合わせたものを(1)のア
ジにつける。

� フライパンにサラダ油を少々入れ、�のアジを身の方
から入れて焼き目をつけ、裏返して火を弱め、蓋をし
て蒸し焼きにする。

� 盛り付けるときは、身の方を上にして盛り付ける。

◇材料（料理教室に使用したもの）
　アジ、大根、生姜、万能ねぎ、青じそ、塩、酢、
  小麦粉、カレー粉、サラダ油

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

Ｃ. アジのムニエル

Ａ. アジのたたき

Ｂ. アジの酢じめ
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『
発
声
が
美
し
い　

響
き
に

ム
ラ
が
な
い　

少
人
数
で
も
こ

ん
な
に
響
き
合
わ
せ
ら
れ
る　

そ
れ
は
、
一
人
ひ
と
り
が
し
っ

か
り
と
表
現
出
来
て
い
る
か
ら

で
し
ょ
う
』
と
、
昨
年
十
一
月
、

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

母
親
コ
ー
ラ
ス
ま
つ
り
で
の
講

評
で
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
平
成
九

年
八
月
に
発
足
し
、
指
導
者

は
桑
原
伊
づ
み
先
生
で
す
。

発
声
の
基
本
、
呼
吸
法
に
基

づ
い
て
、
よ
り
良
い
声
づ
く

り
を
し
な
が
ら
、
一
人
ひ
と

り
の
技
術
を
高
め
、
歌
に
対

す
る
気
持
ち
を
一
つ
に
合
わ

せ
、
歌
を
楽
し
み
た
い
。
そ

ん
な
願
い
を
込
め
、
誰
で
も

参
加
出
来
る
開
か
れ
た
合
唱

団
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
歴
史
は
浅
く
、
平
成
十
年
、

中
野
市
社
会
福
祉
大
会
の
出

演
を
皮
切
り
に
、
以
後
、
二

回
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
持
ち
ま
し
た
。
今
年
は
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
歌
う
会
と

し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

来
年
二
月
に
は
発
表
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

声
を
出
す
こ
と
は
身
心

の
活
性
化
に
も
な
り
、
ス

ト
レ
ス
の
発
散
や
若
返
り
に
も

な
る
と
、
会
員
は
喜
ん
で
い
ま

す
。
練
習
日
は
中
央
公
民
館
で

月
三
回
、
土
曜
日
の
午
前
十
時

か
ら
十
一
時
三
〇
分
、
会
員
は

現
在
十
六
名
で
す
。
歌
に
対
す

る
気
持
ち
を
合
わ
せ
る
た
め
、

旅
行
等
も
し
ま
す
。
こ
ん
な
楽

し
い
コ
ー
ラ
ス
の
会
に
参
加
し
、

美
し
い
発
声
を
目
指
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
歓
迎
し
ま
す
。

　
　
　

（
Ｈ
・
Ｋ
）

グ
ル
ー
プ
紹
介

グ
ル
ー
プ
紹
介

　

笠
倉
分
館
は
、
豊
田
地
区
の

東
方
に
位
置
し
、
千
曲
川
沿
い

の
約
四
〇
戸
の
集
落
で
す
。
基

幹
作
物
は
、
水
稲
、
果
樹
、
ア

ス
パ
ラ
で
す
。

　

当
分
館
で
は
、
恒
例
の
桜
の

花
見
を
、
全
戸
集
ま
る
中
、
四

月
下
旬
に
高
国
濃
神
社
に
て
行

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
大
雪
の
影
響
で
開
花

の
時
期
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
役
員
の
心
配
を
よ
そ
に
桜
は

満
開
、
天
気
も
上
々
、
格
好
の
花

見
日
和
で
し
た
。
こ
の
桜
は
、
当
区

を
見
下
ろ
す
高
国
濃
神
社
と
、
そ
こ

か
ら
伸
び
る
通
称
「
ふ
れ
あ
い
道
路
」

一
帯
に
、
旧
豊
田
村
制
四
〇
周
年
記

こ
ん

に
ち
は�
�
�
�
�
�
�
�

念
事
業
の
一
環
で
、
区
民
参
加
で
植

樹
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
境
内
に

は
結
婚
記
念
で
植
樹
さ
れ
た
桜
も
あ

り
、
と
も
に
大
木
で
毎
年
見
事
な
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
大
勢

集
ま
り
、
団
子
、
お
で
ん
、
焼
き
鳥
、

自
家
製
持
ち
寄
り
メ
ニ
ュ
ー
で
、
日

が
暮
れ
る
ま
で
日
々
の
仕
事
を
忘
れ

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
近
、
桜
の
名
所
と
呼
ば
れ
る
所

も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
地
元
に
も

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
桜
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
六
月
に
は
役
員
が

下
草
刈
り
を
行
い
、
来
年
の
花
見
を

今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

笠
倉
分
館
長　

大
澤　

勝
明

ヴ
ォ
イ
ス
サ
ー
ク
ル

　

「
森
の
家
」
と
呼
ん
で
い
る
。

所
在
地
は
中
野
市
大
字
豊
津
三
三

二
六
番
地
、
割
田
儀
昭
宅
、
標
高

三
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
千
曲
川
か
ら

の
比
高
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
館
跡
は

川
の
左
岸
段
丘
上
に
あ
り
、
右
岸

に
壁
田
城
が
あ
る
。

　

館
は
南
北
朝
時
代
に
造
ら
れ
た

も
の
で
、
配
置
は
單
郭
方
形
館
に

属
し
、
上
今
井
の
古
屋
敷
と
同
じ

で
あ
る
。
永
禄
の
頃
、
替
佐
城
は

上
杉
の
飯
山
城
に
対
す
る
武
田
の

最
前
基
地
で
あ
っ
た
。

　

伝
承
に
よ
れ
ば
、
割
田
氏
は
武
田

信
玄
の
家
臣
と
呼
ば
れ
、
ま
た
真
田

昌
幸
の
重
臣 
割
田 
氏
で
は
な
い
か
と

か
つ
た

も
い
わ
れ
て
い
る
。
一
説
に
割
田
氏

は
替
佐
城
の
目
付
役
と
し
て
武
田
方

よ
り
派
遣
さ
れ
た
人
物
ら
し
い
。
そ

し
て
館
を
「
根
小
屋
」
と
し
、
こ
の

地
の
防
衛
の
任
に
当
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。「
根
小
屋
」
と
は
城
を
警

護
す
る
在
番
将
士
の
小
屋
の
こ
と
で
、

替
佐
城
に
は
根
小
屋
が
な
い
の
で
笠

倉
館
を
利
用
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

先
年
、
割
田
家
の
屋
根
裏
か
ら
武

田
氏
の
家
紋
「
四
ッ
菱
」
の
象
眼
の

入
っ
た
鞍
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

館
跡
の
あ
る
旧
笠
倉
村
は
、
明
治

八
年
七
月
替
佐
村
と
合
併
し
て
、
豊

津
村
と
な
る
ま
で
僅
か
一
八
〇
石
、

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
の
家
数
は

三
十
六
戸
の
小
さ
な
村
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
武
田
に
仕
え
た
こ
と

を
誇
り
と
し
、
独
立
し
て
節
を
曲
げ

な
か
っ
た
先
人
の
忠
節
の
証
と
み
る

説
も
あ
る
。
　
　
　
　
　

小
林　

修
一

笠　

倉　

館

笠 倉 分 館

４４

ふ
る
さ
と
の
歴
史

平成18年バラまつりコンサートにて平成18年バラまつりコンサートにて
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　月の展示コーナー

�����
内　容　中野短歌会会員の作品展示
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

■家庭教育学級（公開講座）
　　―お父さんのための子育て講座―
　子と親は共に育ちあう間柄。子の成長にあわせて、
心の支えとなる親の役割と存在の大切さについて学び
ませんか。子育て真っ最中のお父さんの参加をお待ち
しています！ご家族での参加も大歓迎です!!
日　時　９月10日(日) 午前10時～午前11時30分
場　所　中央公民館 講堂
演　題　「共に伸びゆく親と子」
講　師　中野市教育委員会　清水 正　委員長
対　象　子育て中の方、関心のある方 など
参加料・申込み　不要
その他　託児を希望する場合はご連絡ください

受講生募集

開催のお知らせ

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２2-２ ６ ９ １　 ㈲２ ０ ６ ９ １

指導者募集

　

北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公

園
で
公
園
整
備
の
仕
事
を
し
て
い

る
樋
口
忠
利
さ
ん
（
六
十
七
歳
・

草
間
）
は
、
街
の
芸
術
家
の
顔
を

持
つ
。
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
工
作
に

興
味
が
あ
っ
た
彼
は
、
二
十

歳
の
こ
ろ
か
ら
本
格
的
に
創

作
を
は
じ
め
、
工
芸
、
彫
刻
、

陶
芸
な
ど
表
現
は
多
岐
に
わ

た
る
。
そ
の
数
は
お
よ
そ
七

〇
〜
八
〇
。「
親
し
い
仲
間
か

ら
、
こ
れ
が
欲
し
い
と
言
わ

れ
る
と
あ
げ
ち
ゃ
う
」
か
ら

正
確
な
作
品
数
は
分
か
ら
な

い
そ
う
だ
。

　

草
木
の
手
入
れ
作
業
の
合

間
な
ど
、「
自
然
」
の
力
強
さ
、

美
し
さ
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
わ
き
、
創
作
意
欲
が

か
き
立
て
ら
れ
る
。
休
日
や

退
社
後
、
制
作
に
打
ち
込
み
、

作
業
が
深
夜
に
及
ぶ
こ
と
も

し
ば
し
ば
と
い
う
。

　

自
宅
の
前
に
設
置
し
て
い

る
仏
像
の
作
品
に
は
、
時
よ

り
通
学
途
中
の
子
ど
も
が
手

を
合
わ
せ
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
い
つ
し
か
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。

「
自
分
が
作
っ
た
作
品
を
通
じ
て
、

多
く
の
人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
嬉

し
い
」
と
日
に
焼
け
た
顔
が
笑
顔

に
な
る
。

　

こ
れ
か
ら
職
場
の
自
然
を
題
材

に
、
以
前
左
官
業
だ
っ
た
技
術
を

生
か
し
て
、
漆
喰
の
レ
リ
ー
フ
の

大
作
に
挑
み
た
い
と
話
す
。
情
熱

は
熱
い
。

　
　
　

（
川
）

「仏像の顔が一番むつかしい」
と語る樋口忠利さん（写真右）
と仏像（写真上）

■万葉集を読み味わう
　日本最古の歌集｢万葉集｣を通して、古典文学に親し
んでいただく教養講座です。

日　時　８月29日､ ９月５日､ 12日､ 19日､ 26日､ 10月３日
　　　　毎週火曜日(全６回)　午前10時～正午
場　所　中央公民館 講堂
講　師　信州大学名誉教授　滝澤 貞夫　先生
定　員　50人程度　　　受講料　無料
持ち物　不要　※教材資料はご用意します
申込み　定員になり次第しめ切ります

■高齢者人材活用事業
　市民の文化・学習活動として行われる講座や講習会の
指導者として協力していただける方を募集しています。
登録していただける方
　下記の特技を持ち、講師や助言者として活躍できる方
特技の内容
　�　生活伝承文化に関するもの････郷土料理、伝承

文化、手作り玩具、陶芸、木彫り など
　�　健康増進に関するもの････スポーツ、レクリエ

ーション、食生活、健康相談 など
　�　社会奉仕に関するもの････子ども会指導、老人

クラブ活動、福祉施設慰問 など
　�　一般教養、芸術、趣味に関するもの････郷土史、

時事問題、民謡、踊り、書画 など
登録方法
　中央公民館にて登録手続きを行なっていただきます
事業内容
　市内の公民館分館、社会教育関係団体等からの要請
に応じ、指導者として活動していただきます

今月の伝言板

８
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西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら西部公民館から

お問合せ及び　中 野 市 北 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ６- ０ ６ ７ ７　 ㈲２ ８ ８ ７ ８

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら豊田公民館から

≪今月号の表紙の写真≫ 長丘地区に咲くヒマワリ

　中 野 市 西 部 公 民 館 
　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４ 

印刷　高錦堂印刷所

お問合せ及び　 中 野 市 豊 田 公 民 館
申 込 み 先　  ℡３８－２９２２

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら北部公民館から

今月の伝言板

■子育ていきいきサロン
　　―子育ての基本を気軽に学びませんかー
　子育て中の皆さんと、子育てに関心をお持ちの方が、
子どもの生活の基本を学び合うサロンです。
日　時　８月22日､９月５日､26日いずれも火曜日
　　　　　午前10時～午前11時30分
場　所　北部公民館　　　受講料　無料
申込み　随時受付しています（託児もあります）
　＜これからの予定＞

８月22日　「心と体を育てる４回食」（調理実習）
　　　　　　　中野友の会　山田 よし 先生　ほか
　　　　　　※食材費は実費負担となります
９月５日　「お母さんの悩みどうしてますか？」（講演）
　　　　　　NPO法人ながのこどもの城いきいきプロジェクト
　　　　　　　理事　寺澤小百合　先生
　　　　　　※講演後、講師と参加者との意見交換あり
９月26日　まとめの会

受講生募集

開催のお知らせ
■豊田地域成人式
日　時　８月15日(火) 午前９時30分～午前11時
場　所　豊田文化センター ホール

内　容　式典（第１部）、記念行事（第２部）、記念撮
　　　　影 ほか

■チャレンジ子ども教室
　～シリーズ・大人になる前に知っておきたいこと～
＜紙飛行機づくり＞
　数種類の紙飛行機づくりをおぼえて、飛ばしてみよ
う。大人になったら子どもに教えよう。
日　時　８月９日(水) 午前９時30分～午前11時30分
場　所　豊田公民館
講　師　丸山 智信　先生　　定　員　小学生30人
受講料　無料　　　持ち物　不要　
申込み　定員になり次第しめ切ります
＜森の探検＞
　森にはどんな木があるのだろう。木に群がる昆虫に
はどんなものがいるか探検しよう。そして、木や昆虫
の名前や生き方を知ろう。
日　時　８月17日(木) 午前９時30分～午前11時30分
場　所　豊田温泉公園もみじ荘 駐車場（集合）
講　師　木島平村立北部小学校長　山崎 君男　先生
　　　　中野市立平岡小学校教諭　宮下　 宏　先生
定　員　小学生20人　　　受講料　無料
服　装　長袖シャツ、長ズボン、長靴
持ち物　水筒、アメ　　申込み　８月14日(月)まで
＜星空を見よう＞
　プラネタリウムで星の説明を聞いた後、外に出て初
秋の星を観察しよう。（雨天の場合は、プラネタリウム
で初秋の星と、星との出会いの話を聞きます。）
日　時　９月１日(金) 午後７時30分～午後９時30分
場　所　北信濃ふるさとの森文化公園 創造館
講　師　信州天文同好会の皆さん
定　員　親子20組　　　受講料・持ち物　不要
申込み　定員になり次第しめ切ります
■豊田寺子屋③  「子どもの心の基礎づくり」
　青少年の信じられない事件が続発しています。子ど
もへの責任を感じます。家庭での子どもの心の基礎づ
くりはどうしていったらよいでしょう。講師のお話を
もとに共に考えましょう。
日　時　８月26日(土) 午後７時30分～午後９時
場　所　豊田公民館
講　師　矢沢 玉枝　先生　　受講料・申込み　不要

参加者募集
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「はじめてのピラティス講座」
第２弾を開催します

　８月からはじまる本講座は、本誌７月号で募集
後間もなく定員となり、募集をしめ切りました。
　しかし、市民の皆さんから受講したいとの声が
多数寄せられましたので、その要望にお応えし、
本講座第２弾を10月末から開催します。詳しい開
催内容・応募方法等は、本誌９月号「今月の伝言
板」でお知らせします。

お問合せ先
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